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７・13水害の復旧と支援に全力を
尽くします、10月から家庭ごみの
分け方・出し方が変わります ほか

市政ニュース…………………………………………… 2 ～ ９

お知らせ………………………………………………… 10～27

■表紙　縄文時代の竪穴住居づくり
（８月11日・栖吉町の赤城コマランドで）

８月10日からの３日間、四郎丸小学校の６年生が「縄文」
をテーマとした総合学習の一環で、縄文時代の暮らしを体
験する野外活動に取り組みました。子どもたちは自分たち
で知恵を出し合いながら、竪穴住居づくりや火おこし、土
器の野焼き、縄文料理づくりなどに挑戦しました。
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な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

▲長岡藩西御蔵碑（大島本町２丁目）
西御蔵のあった西組は、現在の川西地区の
一部にあたります。幕末の村数は56、石高は
約18,500石でした。

長
岡
藩
西
御
蔵
碑

１０３

長
岡
藩
西
御
蔵
碑
は
、
大
島
新

町
二
の
交
差
点
を
左
折
し
、
し
ば

ら
く
進
ん
だ
左
側
の
住
宅
地
の
中

に
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
の
建

立
で
、
正
面
に
由
来
、
裏
面
に
配

置
図
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
中
こ
ろ
、
長
岡
藩
は

領
内
の
村
々
を
七
組
（
曽
根
組
・

巻
組
・
河
根
川
組
・
西
組
・
上
組

・
北
組
・
栃
尾
組
）
に
分
け
、
治

め
て
い
ま
し
た
。
各
組
に
は
年
貢

米
を
納
め
る
蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、

御
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

西
御
蔵
は
当
初
、
上
御
蔵
（
今

の
船
江
町
）
に
隣
接
し
て
あ
り
ま

し
た
が
、
明
歴
二
年
（
一
六
五
六
）

に
本
大
島
村
に
移
転
し
ま
し
た
。

長
岡
藩
は
御
蔵
に
納
め
ら
れ
た
年

貢
米
を
新
潟
湊
に
運
ん
で
、
相
場

の
高
い
時
期
に
売
却
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
信
濃
川
に
近
く
米

の
回
送
に
便
利
な
こ
の
地
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

西
御
蔵
に
は
、
代
官
・
蔵
番
な

ど
が
置
か
れ
、
東
西
五
十
間
、
南

北
六
十
間
の
三
千
坪
（
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
の
広
さ
で
し
た
。
周
囲
に

は
土
手
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
蔵
が
四

棟
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
御
蔵
は
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
に
焼
失
し
、
翌
明

治
二
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
（
戊

辰
戦
争
に
敗
北
し
た
長
岡
藩
再
興

の
際
、
西
組
が
藩
の
領
地
で
な
く

な
っ
た
た
め
）。

か
つ
て
は
碑
の
東
側
道
路
を「
お

通
り
道
」
と
呼
び
、
当
時
の
面
影

も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
現
在
、

そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

な
が
　
お
か
　
は
ん
　
に
し
　
お
　

く
ら

ひ

み
な
と

か
み

お

く
ら

イネ科マコモ属の多年草で日本全
国に広く分布する。沼地や川辺など
根元が水に浸る場所を好み、成長す
ると高さが１～２ｍにもなる。８月
から10月にかけて花が咲き、イネ科
にしては大型の花序と赤紫色の雄花
が目を引く。雌花は花序の上部に付
き、ノギと呼ばれる長いトゲを持つ。
長さ１ｍほどになる葉は編んで敷
物に、花の終わったあとの花序は束
ねてほうきに、また種子や地中の越
冬芽は食用に利用されるなど、昔か
ら身近な植物である。

シリアゲムシの仲間は、ウスバカ
ゲロウ（幼虫はアリジゴク）の近縁
で、オスの腹の先端がサソリに似て
いる。本種は、その中では最もよく
見られる種で、市内では平野部を除
く東山・西山丘陵に広く分布してい
る。
シリアゲムシの仲間は、オスがメ
スに餌をプレゼントすることで配偶
行動が成立するという、興味深い習
性を持つことで知られる。

自然観察 9月 207

お問い合わせは
科学博物館1３２・０５４６へ

合併町村紹介  7

山 古 志 村 山 古 志 村 ～地域の個性と特産品～ 
 

シリーズの７回目・８回目は山古志村の紹介です。

自然にかこまれた別天地文化村
昨年、ＮＨＫの朝の連続ドラマ「こころ」の舞台
となって、一躍脚光を浴びた山古志村。昭和31年（19

56）に種苧原村、太田村、
竹沢村、東竹沢村が合併
して誕生しました。村名
は古志郡の山間にあり、
山古志郷の通称があったことから付けられまし
た。人口は2,178人（８月１日現在）で、面積は
39.83hです。
山古志村は周りを山に囲まれた、全国的にも
珍しい一郡一村の村です。その魅力は何といっ
ても圧倒的な自然です。特に棚田などに代表さ
れる農山村の原風景は、他の地域にない景観美
として文化庁から「農村の文化的景観重要地域」

の指定を受けています。村では、恵まれた自然と伝統的な生活環境を活か
し、地域全体をフィールドミュージアム（自然博物館）として「何度でも
行きたくなる村・やまこし」を全国にアピールしています。

錦鯉発祥の地・山古志
山古志村の錦鯉は「泳ぐ宝石」と呼ばれ、その起源
は天明４年（1784）ころといわれています。錦鯉の養
殖は、200年以上の伝統を持つ産業として受け継がれ、
錦鯉は山古志村を象徴する産物になっています。
世界的にも知られ、アメリカやヨーロッパに盛んに
輸出されています。９月から11月にかけて村内各地で
は、錦鯉品評会が開催されます。

問い合わせ＝山古志村役場1５９・２３３０
http://www.vill.yamakoshi.niigata.jp
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今
後
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

生
活
再
建
に
向
け
て

支
援
し
て
い
き
ま
す

市
は
、
八
月
十
一
日
午
後
五
時

を
も
っ
て
、
最
後
の
避
難
所
（
山

本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

を
閉
鎖
す
る
と
と
も
に
、
応
急
対

策
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

七
月
十
三
日
午
後
一
時
四
十
五
分

に
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部
を
解

散
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が

一
日
も
早
く
生
活
を
再
建
で
き
る

よ
う
、
今
後
と
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

害
復
旧
に
あ
た
り
、
激
甚
災
害
法

の
指
定
に
よ
り
、
公
共
土
木
施
設

や
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
事

業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
と
県
に

そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
た
び

た
び
洪
水
の
被
害
を
受
け
て
い
る

猿
橋
川
水
系
の
整
備
に
つ
い
て
は

特
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

た
方
々
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
、
温

か
い
義
援
金
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

復
旧
事
業
の
促
進
を

国
・
県
に
要
望
し
ま
し
た

市
で
は
、
今
後
の
本
格
的
な
災

川
へ
の
土
砂
の
崩
落
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

市
が
ま
と
め
た
こ
の
水
害
に
よ

る
被
害
総
額
は
、
十
九
億
五
千
四

百
万
円
に
上
り
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
、
田
畑
の
冠
水
等
に
よ
る
農
産

物
被
害
が
最
も
大
き
く
八
億
八
千

五
百
万
円
、
次
い
で
公
共
土
木
施

設
被
害
が
五
億
百
万
円
、
農
林
水

産
業
施
設
被
害
が
四
億
三
千
百
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
9
0
人
が
避
難
所
へ

市
で
は
七
月
十
三
日
、
新
組

地
区
と
山
本
地
区
に
避
難
勧
告

を
出
す
と
と
も
に
、
四
カ
所
に

避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
避
難
し
た
七
百
九
十
人

の
安
全
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
被
害
が
出
た
道
路
や

河
川
等
の
応
急
復
旧
作
業
に
速

や
か
に
あ
た
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
日
か
ら
は
、
新
組

・
山
本
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
臨
時
相
談
窓
口
を
設
け
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
、
り
災
証

明
書
の
発
行
や
生
活
相
談
に
応

じ
ま
し
た
。

消
防
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
が
復
旧
作
業
の

大
き
な
力
に

天
候
が
回
復
し
た
被
災
地
に
は
、

市
消
防
団
や
市
内
外
か
ら
延
べ
約

八
百
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
道
路
側
溝

や
家
屋
内
に
た
ま
っ
た
泥
の
掃
き

出
し
や
、
ご
み
の
排
除
作
業
な
ど

に
尽
力
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
作
業
に
あ
た
っ
た

み
な
さ
ん
の
活
動
は
、
被
災
さ
れ

多
数
の
家
屋
が
床
上
・
床
下
浸
水

し
た
ほ
か
、
市
内
の
広
い
範
囲
で

農
地
が
冠
水
し
ま
し
た
。

中
で
も
浦
瀬
町
で
は
、
土
砂
崩

れ
と
浦
瀬
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、

多
数
の
家
屋
等
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
各
所
で
道
路
や
河

被
害
総
額
は
約
19
億
5
千
万
円

こ
の
た
び
の
記
録
的
な
豪
雨
は
、

市
内
各
所
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

猿
橋
川
の
決
壊
や
そ
の
他
の
河

川
の
い
っ
水
な
ど
に
よ
り
、
新
組

・
山
本
・
富
曽
亀
地
区
な
ど
で
は
、

▲被災家屋の片付けに尽力するボランティアの
みなさん（７月18日・浦瀬町で）

▲森市長は県知事と一緒に井上防災担
当大臣に要望しました（７月22日）

冠水した田（７月14日・
浦瀬町から宮下町方面を
のぞむ）

▲

１国の被災者生活再建支援法による支援金の交付 

２長岡市被災者生活再建支援交付金の交付 

３市税・県税・国税、保険料の減免等 

４ 使用料・手数料の減免 

５ 医療費などの一部負担金等の減免 

６ 被災住宅への支援 

７ 経営資金の融資等 

８ 農地・農業用施設の応急復旧への支援 

内　　     容 問い合わせ先 

住宅の全壊世帯に最高300万円、大規模半壊世帯に最高100
万円を支給します。 

(1)個人市民税および固定資産税・都市計画税は、一定以上の
損害があった場合、その状況に応じて減免します。 

(1)水道料金および下水道使用料は、床上浸水した住宅につい
て前年同期の使用量を超えた水量の料金等相当額を免除しま
す。 

(1)国民健康保険および老人保健の医療費の一部負担金は、一
定以上の損害があった場合、その状況に応じて減免します。 

(2)幼児の医療費の一部負担金は、一定以上の損害があった場
合、その状況に応じて免除します。 

(4)国民健康保険料および介護保険料は、一定以上の損害があ
った場合、その状況に応じて減免します。 

(2)県税は、申告等の期限延長、減免、納税の猶予があります。
自動車税は抹消登録（廃車）した場合、一部が還付されます。 

(2)被害を受けた事業所が排出する可燃・不燃ごみの処理手数
料は全額免除します。 

(3)国税は、災害に関する特例措置があります。 

(3)介護保険サービス利用料は、一定以上の損害があった場合、
その状況に応じて減免します。 

(1)住宅の建て替えおよびリフォーム・家財・電化製品購入資 
金（限度額400万円）を融資します（県の制度もあり）。 

(1)農業経営資金の借入金利子分を助成します。 

(2)中小企業災害復旧資金を融資します（県の制度もあり）。 

(1)農地への流入土砂の排出経費を助成します。 

(2)農道、用排水路の機能を確保するための重機の借り上げお
よび原材料等の支給をします。 

(2)住宅金融公庫からの住宅の建て替え資金およびリフォーム
資金の借入金について利子の一部を助成します。 

(3)市中小企業向け制度融資の借入金の返済を猶予します。 

(4)国民年金保険料は、全半壊もしくは床上・床下浸水の被害
を受けた場合、全額または半額が免除されます（免除期間の
年金額は減額されます）。 

(3)浸水した便槽のし尿くみ取り手数料は全額免除します。 

住宅が全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水の被害にあった世
帯の生活再建のための物資等購入に対し、被害の状況に応じ
22万5千円～100万円を限度として補助します。 

防災課139-2515

市民税課139-2212 
資産税課139-2213

水道局業務課135-1618 
下水道管理課139-2235

国保医療課139-2220

国保医療課139-2220 
介護保険課139-2245

長岡地域振興局県税部 
138-2504

環境施設課124-2838

長岡税務署135-2070 
税務相談室133-5252

介護保険課139-2245

建築住宅課139-2229

JA越後ながおか 

商業振興課139-2228 
市内金融機関 

農林振興課139-2223

都市開発課139-2226

市民課139-2250

環境業務課124-2837

防災課139-2515

被災された方々への支援策

▲氾濫した浦瀬川の復旧にあたる消防団員
（７月18日・浦瀬町で）

市政ニュース NAGAOKA

７
・
13
水
害
か
ら
１
カ
月
余
り

復
旧
と
生
活
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

●降雨の状況（７月13日）
24時間総雨量… 384ミリ
１時間最大雨量…55ミリ

●主な被害状況
〈住宅等〉
全壊…９棟、流失…１棟
半壊…６棟、一部損壊…５棟
床上浸水…688棟
床下浸水…1,030棟

〈道路〉
土砂崩れ・路肩決壊…148カ所
路面洗堀ほか…23カ所

〈河川〉
堤防決壊…２カ所
閉塞・土砂崩落・堆積ほか…56
カ所

〈田畑〉
冠水…986ha、浸水…110ha

〈がけ崩れ、土砂崩れ、地すべり〉
240カ所

●避難所への避難状況
（最も多かった７月14日時点）
山本コミュニティセンター275人
神田小学校　　　　　　　208人
北中学校　　　　　　　　196人
川崎東小学校　　　　　　111人

計 790人

●仮設住宅の建設
３棟（浦瀬小学校グラウンド内）
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潟
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潟
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瀬
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地
域
を
中
心
に
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床
上
浸
水
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土
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崩
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田
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岡
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。

行
う
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と
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し
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。
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り
、
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よ
り
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ね
完
了
し
ま
し
た
。 

　
市
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今
後
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や
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携
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格
的
な
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復
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事
業

　
市
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携
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格
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な
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害
復
旧
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業
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実
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る

を
実
施
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と
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も
に
、
被
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さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
を
支
援
し
て
い
き
ま
す

と
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に
、
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の
生
活
再
建
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
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七
月
十
三
日
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
、
市
内
で
は
浦
瀬
町
を
は
じ
め
川
東
北
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地
域
を
中
心
に
、
床
上
浸
水
や
土
砂
崩
れ
、
田
畑
の
冠
水
な
ど
に
よ
り
、
甚
大
な 

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

　
長
岡
市
で
は
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
て
被
災
世
帯
等
に
緊
急
的
な
対
応
を 

行
う
と
と
も
に
、
被
災
地
の
応
急
復
旧
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、 

八
月
十
一
日
に
応
急
対
策
は
お
お
む
ね
完
了
し
ま
し
た
。 

　
市
は
今
後
と
も
、
国
や
県
と
連
携
し
て
本
格
的
な
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
す
る 

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 



自
ら
の
責
任
で
事
業
を
進
め
て
い

く
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ふ
さ
わ
し
い
都
市
規
模
と
権
限
、

財
政
基
盤
、
政
策
形
成
能
力
を
備

え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
？

﹇
市
長
﹈
編

入
す
る
側
の

長
岡
市
の
現

在
の
制
度
を

基
に
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
水

準
を
調
整
し

ま
し
た
の
で
、

長
岡
市
民
に

5 4

と
っ
て
は
変
わ
り
が
な
い
も
の
が

多
く
、
影
響
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Ｑ
合
併
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て

﹇
市
長
﹈
合
併
特
例
債
が
活
用
で

き
る
の
は
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ

た
事
業
だ
け
で
す
。
計
画
は
事
業

を
厳
選
し
、
そ
の
建
設
事
業
費
は

各
年
度
平
均
で
、
六
市
町
村
の
過

去
三
カ
年
の
平
均
値
の
合
計
を
上

回
ら
な
い
よ
う
、
堅
実
な
も
の
に

し
ま
し
た
。

Ｑ
五
町
村
以
外
と
の
合
併
は
？

﹇
市
長
﹈
長
岡
市
と
合
併
協
議
を

し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
れ
ば
、

手
続
き
を
始
め
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
合
併
は
来
年
四
月
一
日
よ
り

後
に
な
り
ま
す
。

山
古
志
村
、
小
国
町
の
町
村
長
、

助
役
、
収
入
役
お
よ
び
教
育
長
は

合
併
日
の
前
日
（
平
成
十
七
年
三

月
三
十
一
日
）
で
失
職
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
に
大
勢
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
で
は
、

市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に
こ
れ

ま
で
の
決
定
事
項
な
ど
を
直
接
説

明
す
る
と
と
も
に
、
合
併
後
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
大
勢
の
人
が
参
加

し
、
活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
合
併
の
意
義
は
？

﹇
市
長
﹈
私
た
ち
の
日
常
生
活
や

経
済
活
動
の
範
囲
は
、
既
に
市
町

村
の
境
界
を
越
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
岡
市
だ
け
で
繁
栄
を
実
現

で
き
る
時
代
で
は
な
く
、
周
辺
地

域
と
の
共
存
共
栄
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
町

村
が
自
ら
政
策
を
立
案
・
決
定
し
、

で
は
、
ま
ず
、
議
員
の
任
期
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
定
数
特
例

を
適
用
す
る
期
間
は
、
今
の
長
岡

市
議
会
議
員
の
任
期
で
あ
る
平
成

十
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
数
特
例
と
は
、
現
在
の
長
岡

市
議
会
議
員
（
定
数
三
十
三
人
）

は
そ
の
ま
ま
で
、
編
入
す
る
町
村

ご
と
に
選
挙
区
を
設
け
て
合
併
時

に
議
員
の
増
員
選
挙
（
中
之
島
町

・
越
路
町
は
定
数
各
二
人
、
三
島

町
・
山
古
志
村
・
小
国
町
は
定
数

各
一
人
）
を
行
い
、
議
員
定
数
を

四
十
人
と
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
合
併
後
最
初
に
行
わ
れ

る
平
成
十
九
年
四
月
の
一
般
選
挙

か
ら
は
、
議
員
数
を
法
定
定
数
の

三
十
八
人
と
し
、
全
市
一
選
挙
区

で
選
挙
を
行
い
ま
す
。

5
町
村
の
特
別
職
は

合
併
日
の
前
日
で
失
職
し
ま
す

続
い
て
、
特
別
職
の
身
分
に
つ

い
て
協
議
し
、
長
岡
市
に
編
入
す

る
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、

来
年
四
月
一
日
の
合
併
に
向
け

て
、
六
市
町
村
に
よ
る
協
議
が
最

終
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

第
八
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
と
、

八
月
十
六
日
か
ら
市
内
八
カ
所
で

開
い
た
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
員
の
定
数
特
例
の
適
用
は

平
成
19
年
4
月
ま
で

第
八
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会

▲住民説明会で参加者の質問に答える
森市長（８月19日・四郎丸コミュニテ
ィセンターで）

◆エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「新・長岡市誕生－合併後の新しいまちづくり－」
（20分番組）
放送日時＝９月４日g午後６時から
再放送＝①12日a午前０時から②同午後５時から
③15日d午後７時から④18日g午後２時から⑤19
日a午前９時30分から⑥23日-午後９時30分から
⑦27日b午後７時から
◆ＦＭながおか「新・長岡市誕生」（25分番組２本）
放送日時＝●前編（８月25日dの再放送）
…①９月８日d午前８時20分から②同午後４時か
ら③同午後７時から④12日a午前11時から
●後編（８月26日eの再放送）
…①９月９日e午前８時20分から②同午後４時か
ら③同午後７時から④12日a午前11時30分から

市政広報番組放送のお知らせ

このほど上除町のアベニュー公園で、「自分たちの住むまちの
公園を自分たちの手で整備しよう」と、地域の人たちによる公園
施設の製作作業が行われました。
これまでの公園整備では、市が公園の施設をつくり、その管理
を地域のみなさんにお願いしていましたが、このアベニュー公園
では新たな試みとして、両者の協働で公園の整備計画を策定。町

内が行ったアンケートで公園に設
置することにした木製のテーブル
やベンチ、ウッドデッキ（木製の
床材）、花壇などの材料と用具を
市が提供し、地域のみなさんがそ
の製作作業にあたりました。
参加者は 、「自分たちでベンチ
や花壇をつくることで、この公園
への愛着や地域の一体感が生まれ
ますよね」と楽しそうに作業に取
り組んでいました。

上除町のアベニュー公園で

市民と市が協働で公園づくり

市政ニュース NAGAOKA

合
併
協
議
が
最
終
段
階
に

第
　
回
合
併
協
議
会
の
開
催
と
住
民
説
明
会
の
実
施

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の（
仮

称
）」に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
福
祉
総
務
課
1
39
・
２
２
１
７
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
そ
の
他
の
施
設

に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
法
人
長
岡

福
祉
協
会
1
46
・
６
６
１
０
へ
ど

う
ぞ
。

公
共
施
設
と
民
間
事
業
者
が
つ
く

る
付
帯
施
設
が
一
体
的
に
整
備
さ

れ
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
こ

と
で
す
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
運

営
は
、
市
が
審
査
で
選
定
し
た
民

間
事
業
者
、
健
康
の
駅
な
が
お
か

1
（
五
法
人
で
設
立
）
が
行
い
、

市
は
そ
の
整
備
費
と
管
理
運
営
費

を
負
担
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
が
直
接
事
業
を
行
う
場
合
に
比

べ
、
事
業
費
を
約
二
〇
％
（
約
二

億
七
千
万
円
）
節
減
す
る
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
よ
り
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
市
独
自
の
方
式
と

し
て
、
利
用
者
収
入
が
事
前
に
設

定
し
た
額
を
超
え
た
分
は
事
業
者

の
収
入
と
す
る
こ
と
で
、
事
業
者

が
意
欲
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、

市
民
と
有
識
者
で
つ
く
る
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準

を
継
続
的
に
維
持
し
ま
す
。

建
物
（
延
床
面
積
約
五
千
九
百
平

方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
「
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
し
な
の
（
仮
称
）」
は
そ
の

二
階
部
分
を
使
い
ま
す
。

そ
の
他
の
階
に
は
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
付
帯
施
設
と
し
て
、
社
会

福
祉
法
人
長
岡
福
祉
協
会
が
、
一

階
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
介

護
）
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
、
訪
問

介
護
・
看
護
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
三
〜
五
階

に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
）
を
開
設
し
ま
す
。

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
来
年
八

月
一
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

長
岡
独
自
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で

施
設
を
整
備
・
運
営
し
ま
す

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の（
仮

称
）」
の
整
備
は
、
長
岡
市
で
初
め

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公
共
施
設

を
整
備
す
る
方
法
）
を
導
入
し
て

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
の

よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
つ
く
る

七
月
二
十
八
日
、
信
濃
二
丁
目

の
「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の（
仮

称
）」
建
設
地（
大
手
大
橋
東
詰
の

市
有
地
）
で
起
工
式
が
行
わ
れ
、

施
設
の
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

民
間
施
設
も
併
設
さ
れ
た

高
齢
者
セ
ン
タ
ー

建
設
さ
れ
る
の
は
五
階
建
て
の

▲起工式で

▲施設の完成模型
「高齢者センターしなの（仮称）」（２階）は、大広間や和室、
浴場、研修室などを備え、レクリエーションや生涯学習の講座
など、多彩なサービスの提供を予定しています。

来
年
８
月
オ
ー
プ
ン
予
定

「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
（
仮
称
）」
が
着
工

長岡市議会議員の定数 
33人 

新市の法定定数 
38人 

40人 

合併時 
増員選挙 

平成19年4月 平成17年4月 平成23年4月 

一般選挙 一般選挙 

５町村の増員選挙７人 
（５町村ごとの選挙区） 

▲木製テーブルづくりで（７月24日）
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長岡市議会議員の定数と任期の関係



光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
域
の

情
報
化
を
推
進
す
る
「
ｅ
―

ネ
ッ

ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
」
に
新
し
い

ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。

な
が
お
か
の
ま
ち
の

文
化
や
歴
史
を
再
発
見

「
な
が
お
か
Ｗ
ｅ
ｂ
再
発
見
」

（
上
図
参
照
）
は
、
昔
話
や
民
俗

芸
能
、
身
近
な
史
跡
案
内
を
動
画

や
イ
ラ
ス
ト
、
音
声
な
ど
で
紹
介

す
る
も
の
で
す
。
九
月
十
日
f
か

ら
で
き
上
が
っ
た
内
容
を
順
次
公

開
し
、
平
成
十
七
年
三
月
に
は
す

べ
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

「
な
が
お
か
ｗ
ｅ
ｂ
再
発
見
」

を
開
く
と
、
い
つ
で
も
誰
で
も
長

岡
に
伝
わ
る
文
化
や
風
土
、
歴
史

を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

あ
な
た
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

長
岡
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

7 6

通知表の回数が減り、学習の成果を知る機会が
少なくなるのでは？
学習のまとまり（単元）ごとにお知らせしたり、
長期休業前に保護者会を開いてお知らせするな
ど、各学校ごとに学習の成果や生活の様子を詳
しく伝える方法を工夫することになります。
テストの範囲が広がり、子どもたちは大変にな
るのでは？
今までのような中間・期末テストのほかに、学
習のまとまり（単元）ごとにテストを行うなど、
テストの範囲が広くならないようにできます。
夏休みや冬休みの長期休業で学期が分断され、
子どもたちは困るのでは？
長期休業前の通知表作成にかかる時間を十分な
個別指導に充てることが可能になり、子どもは
長期休業中に体験活動などにじっくり取り組め
るなど、むしろ有効に活用することで学びの連
続性につながります。

２学期制についてのＱ＆Ａ

市政ニュース NAGAOKA

ｅ
‐
ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
に
新
し
い
項
目
を
追
加
！

「
な
が
お
か
Ｗ
ｅ
ｂ
再
発
見
」
を
公
開
し
ま
す

催
し
、
今
年
四
月
か
ら
二
学
期
制

を
試
行
し
て
い
る
宮
内
小
学
校
・

南
中
学
校
・
東
北
中
学
校
か
ら
そ

の
効
果
や
問
題
点
の
報
告
を
受
け

て
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
ま
す
。

そ
し
て
、
十
月
中
旬
に
は
二
学

期
制
を
導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
、

導
入
す
る
場
合
は
い
つ
か
ら
と
す

る
か
な
ど
、
検
討
委
員
会
と
し
て

の
最
終
意
見
を
ま
と
め
る
予
定
で

す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
委

員
会
で
の
検
討
内
容
や
二
学
期
制

に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.city.nagao

ka.niigata.jp

）
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
に
は
各
学

校
を
通
じ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。

二
学
期
制
に
つ
い
て
の
ご
意
見

や
お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

1
39
・
２
２
３
９
へ
ど
う
ぞ
。

業
日
数
の
上
限
（
六
十
四
日
）
を

定
め
た
上
で
、
校
長
の
裁
量
に
よ

っ
て
設
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
で
、
よ
り
柔
軟
な

教
育
課
程
が
編
成
で
き
、
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
義
務
教
育
な
の
に
学
校
ご
と

に
授
業
日
数
に
差
が
出
る
」
と
い

っ
た
慎
重
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
「
学
校
改
革
を
す
る
良
い
機

会
に
な
る
」
「
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
導
入

に
積
極
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
、

検
討
委
員
会
で
は
長
期
休
業
の
弾

力
化
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

試
行
の
報
告
を
受
け

最
終
意
見
を
ま
と
め
ま
す

次
回
の
会
議
は
九
月
下
旬
に
開

の
導
入
で
、
学
校
生
活
に
時
間
的

・
精
神
的
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る

か
、
き
め
細
か
な
指
導
と
評
価
が

で
き
る
か
に
つ
い
て
意
見
が
交
換

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
子

ど
も
が
楽
し
め
る
行
事
が
確
保
で

き
る
な
ら
導
入
に
賛
成
」
「
二
学

期
制
に
な
る
と
、
学
期
の
ま
と
め

で
多
忙
な
七
月
の
評
価
活
動
が
減

り
、
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
」
「
今

の
ま
ま
で
も
工
夫
次
第
で
ゆ
と
り

は
生
ま
れ
る
の
で
は
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

第
三
回
会
議
で
は
、
長
期
休
業

の
弾
力
的
な
運
用
に
つ
い
て
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
期
休
業
の
弾
力
的
な
運
用
と

は
、
現
在
、
一
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
長
期
休
業
ご
と
の
日
数
と
開

始
日
・
終
了
日
を
、
年
間
の
総
休

第
一
回
会
議
で
は
、
検
討
す
る

内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
回
会
議
か
ら
二

学
期
制
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゆ
と
り
教
育
・
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
活
発
な
意
見

第
二
回
会
議
で
は
、
二
学
期
制

▲保護者、社会教育関係者、学校関係者な
ど15人の委員が検討しています。

家
庭
・
地
域
・
学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

学
校
　
学
期
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

※件数などは平成17年３月までに公開するもの

親から子へ、お年寄りから孫へ語り継が
れた長岡の昔話50話（昔話の研究で著名な
故水沢謙一さんの採集）が、イラストと音
声で楽しめます。
語り部が昔話を語る映像（５話）や音声

（100話）も視聴できます。
なつかしい昔話の世界へどうぞ。

市政だよりの連載「ながおかのまち再発
見」に掲載した史跡などを静止画と音声で
紹介します。これ
であなたも長岡通！
また、携帯電話
用のホームページ
（http://www.e-ne
t.city.nagaoka.niig
ata.jp/k）も用意し
ました。

地元の神楽や手踊りなどの郷土民俗芸能
を動画と音声で紹介します。
団体名（全11団
体）での検索もで
きます。
居ながらにして
地域の伝統文化が

味わえます。

閲覧は「e-ネットシティながおか」のホームページ
http://www.e-net.city.nagaoka.niigata.jpからどうぞ。

八
月
二
日
、
中
米
・
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
の
国
立
演
劇
学
校
長
ホ

セ
・
ル
イ
ス
さ
ん
が
、
森
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

ホ
セ
さ
ん
は
、
昨
年
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
で
国
を
あ
げ
て
戯
曲『
米

百
俵
』
を
上
演
し
た
際
に
小
林

虎
三
郎
役
を
演
じ
た
人
で
、
こ

の
た
び
文
化
庁
の
海
外
芸
術
家

招
へ
い
研
修
事
業
に
よ
り
来
日

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
「
米
百
俵
」
の

上
演
に
際
し
、
長
岡
市
が
行
っ

た
支
援
に
対
す
る
お
礼
と
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
の
近
況
を
報
告
す
る

た
め
に
長
岡
市
を
訪
れ
た
も
の

で
す
。
市
長
表
敬
の
後
、
阪
之

上
小
学
校
伝
統
館
な
ど
米
百
俵

ゆ
か
り
の
場
所
を
見
学
し
、「
米

百
俵
の
精
神
」
へ
の
理
解
を
さ

ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

十
月
二
日
g
に
大
手
通
り
周

辺
で
開
催
さ
れ
る
今
年
の
米
百

俵
ま
つ
り
時
代
行
列
に
は
、
ホ

セ
さ
ん
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
虎
三

郎
を
演
じ
た
ホ
セ
・
ル

イ
ス
さ
ん
が
来
岡

▲１年ぶりに森市長と再
会したホセ・ルイスさん

▲昔話「ワラとスミとマメ」

▲水道タンク

▲大積あめや踊り

おばあさんが
登場し、昔話
が始まります。

昔話のクイズ
もあるよ！

昔 話 （155話） 民俗芸能 （157件）

史跡案内 （108カ所）

▲

ながおかWeb再発見の
トップページ

市
で
は
、
今
年
四
月
に
二
学
期
制
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
市
立
の
小
学
校
・
中
学
校
・
養
護
学
校
へ
の
「
二
学
期
制
」
の
導

入
の
可
否
や
長
期
休
業
の
弾
力
的
な
運
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
終
的
な
意
見

を
ま
と
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
三
回
の
会
議
で
の
検
討
概
要
と
今
後
の
進
め
方
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Q

A

A

Q

A
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す
。
専
用
電
話
25
・
０
０
５
３
か

専
用
フ
ァ
ク
ス
25
・
０
０
６
４
へ

事
前
に
申
し
込
み
、
指
定
の
収
集

日
に
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

（
集
合
住
宅
の
場
合
は
一
階
の
入

口
付
近
に
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

出
す
時
は
、
販
売
店
か
ら
購
入

し
た
処
理
手
数
料
分
の
「
粗
大
ご

み
処
理
券
」
を
粗
大
ご
み
に
張
り

付
け
ま
す
（
処
理
手
数
料
は
品
目

9 8

に
よ
り
一
品
当
た
り
二
百
円
、
六

百
円
、
千
円
の
い
ず
れ
か
）。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」

の
分
別
収
集
を
始
め
ま
す

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
の
容
器
、

卵
の
パ
ッ
ク
、

肉
・
魚
な
ど
の

食
品
ト
レ
ー
、

カ
ッ
プ
麺
の
容

っ
て
い
な
い
ご
み
は
収
集
し
ま
せ

ん
。

「
粗
大
ご
み
」
は
、「
粗
大
ご
み

処
理
券
」
を
張
っ
た
も
の
を
戸

別
収
集
し
ま
す

指
定
袋
に
入
ら
な
い
「
粗
大
ご

み
」
は
、
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
収
集
を
や
め
、
各
家
庭
に
取

り
に
伺
う
戸
別
収
集
に
変
更
し
ま

「
燃
や
す
ご
み
」
と
「
燃
や
さ

な
い
ご
み
」
は
、
市
の
「
指
定

ご
み
袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い

「
燃
や
す
ご
み
」
と
「
燃
や
さ

な
い
ご
み
」
は
、
市
の
「
指
定
ご

み
袋
」（
サ
イ
ズ
と
価
格
は
左
ペ
ー

ジ
表
参
照
）
を
販
売
店
か
ら
購
入

し
、
そ
の
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
燃
や
す
ご
み
」
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
週
三
回
収
集
し
ま
す
。「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
は
、
そ
の
約
六

割
を
占
め
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
材
」
を
新
た
に
資
源
物
と

し
て
分
別
収
集
す
る
た
め
、
月
二

回
の
収
集
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、
「
指
定
ご
み
袋
」
に
入

▲「燃やすごみ指定袋」（黄色）と「燃やさないごみ指定袋」（青色）
「燃やすごみ」と「燃やさないごみ」は必ずこの袋に入れて出してください。

▲主な「プラスチック容器包装材」

市政ニュース NAGAOKA

ご
み
は
有
料
で
、
資
源
物
は
無
料
で
収
集

月
か
ら
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

落
と
し
て
透
明
ま
た
は
半
透
明
の

袋
に
入
れ
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
資
源
物
の
分
別
に
も

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

は
週
一
回
収
集
し
ま
す
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ふ
た
と
ラ
ベ
ル
は
、
は

ず
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
材
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
）。

「
新
聞
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段

ボ
ー
ル
」
は
収
集
日
を
月
二
回
に

増
や
し
ま
す
（
出
し
方
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）。

★
新
し
い
分
別
方
法
と
収
集
日

を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い

ご
み
の
新
し
い
分
け
方
・
出
し

方
を
詳
し
く
記
載
し
た
小
冊
子「
ご

み
と
資
源
物
の
分
け
方
と
出
し
方
」

を
市
政
だ
よ
り
８
月
号
と
一
緒
に

各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
冊
子

に
は
、
ご
み
減
量
の
コ
ツ
や
50
音

で
調
べ
ら
れ
る
「
ご
み
分
別
表
」

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
環
境
業
務
課
1
24
・

２
８
３
７
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
か
ら
の
「
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
今
月
の
市
政
だ
よ

り
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
が
変
わ
る
地
域
も
あ
り
ま

す
の
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
で
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

・
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
以
外

に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
町
内
の
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

他
町
内
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご

み
出
し
は
禁
止
で
す
。

・
不
法
投
棄
は
法
律
で
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

★
「
指
定
ご
み
袋
」
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す

２
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
世
帯
、

補
装
具
と
し
て
紙
お
む
つ
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
、

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
申
請
に
よ
り
「
指
定
ご

み
袋
引
換
券
」
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
「
ご
み
改
革
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
９
月
13
日
b
〜
18
日
g

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

２
時
か
ら
③
午
後
７
時
か
ら
（
各

１
時
間
程
度
。
14
日
c
の
午
前
10

時
と
18
日
g
の
午
後
７
時
の
回
は

あ
り
ま
せ
ん
）

会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室

定
員
＝
各
80
人

を
出
す
時
は
、
ポ
リ
袋
な
ど
の
透

明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
容
器
が
汚
れ
て
い
る
と

き
は
水
で
さ
っ
と
洗
い
、
汚
れ
が

と
れ
な
い
と
き
は
「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
枝
葉
・
草
」
の
分
別
収
集
を

始
め
ま
す

庭
木
を
せ
ん
定
し
た
枝
葉
や
落

ち
葉
、
刈
り
取
っ
た
草
を
資
源
物

と
し
て
週
一
回
収
集
し
、
培
養
土

や
肥
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

「
枝
」
は
、
わ
ら
縄
や
麻
縄
で

し
ば
り
、
「
葉
・
草
」
は
、
土
を

器
、
菓
子
類
の
袋
や
外
装
フ
ィ
ル

ム
な
ど
、
「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
の
つ

い
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

材
」
を
資
源
物
と
し
て
週
一
回
収

集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」

▲「ごみと資源物の
分け方と出し方」

10長
岡
市
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
進
め

る
た
め
、
十
月
一
日
か
ら
家
庭
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
と
出
し

方
を
変
更
し
ま
す
。
「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」「
粗

大
ご
み
」
の
三
つ
の
ご
み
を
有
料
と
す
る
ほ
か
、
資
源
物
は
分
別

の
種
類
を
増
や
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
新
し
い
分
別
と
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
願
い

▲「プラ」マーク

９月から市内のスーパー、コンビ
ニエンスストア、商店などで「指定
ごみ袋」と「粗大ごみ処理券」を販
売しています。販売店の一覧は、９
月中旬に各世帯に配布します。

●「指定ごみ袋」のサイズと価格

●粗大ごみ処理券
200円券と100円券の２種類があります。品目ごとに

決められた処理手数料分を購入してください。

「指定ごみ袋」と「粗大ごみ処理券」の
販売を始めました

販売店は、この
シールが目印です。

▲

「燃やすごみ」指定袋

サイズ 価格（10枚入） 

特大（約50r） 

 中（約25r） 

 小（約10r） 

650円 
320円 
130円 

「燃やさないごみ」指定袋

大（約40r） 

中（約25r） 

小（約10r） 

520円 
320円 
130円 

サイズ 価格（10枚入） 

10月からの「ごみの分け方と出し方」

種　　　別 

燃やすごみ 
週3回収集 

燃やさないごみ 
月2回収集 

粗大ごみ 
戸別収集(事前に 
申し込みが必要)

分　け　方 出　し　方 

「粗大ごみ処理券」
を張ってください 

「指定ごみ
袋」に入れ
てください 

市内全域、午前8 
時30分までにごみ
ステーションに出
してください 

指定日に玄関先に
出してください 

ごみは有料です

種　　　別 

びん・缶・ 
ペットボトル 
週１回収集 

新聞、雑誌・チ 
ラシ、段ボール 
月2回収集 

プラスチック 
容器包装材 
週１回収集 

分　け　方 出　し　方 

透明・半透明の袋
に入れてください 

枝葉・草 
週１回収集 

枝は縄でしばり、 
葉・草は透明・半 
透明の袋に入れて 
ください 

透明・半透明の袋
に入れてください 

ひもでしばってく
ださい 

市内全域、午前8 
時30分までにごみ
ステーションに出
してください 

資源物は無料です

黄色

青色

‥‥お問い合わせは環境業務課1２４・２８３７へどうぞ



は
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
場
＝
長

岡
郵
便
局
１
階
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

□問
佐
山
さ
ん
1
27
・
３
９
０
２

■
「
孫
の
木
」
植
樹

長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、

老
人
の
日
・
老
人
週
間
に
ち
な
ん
で

児
童
と
一
緒
に
植
樹
を
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
15
日
d
午
前
10
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
阪
之
上
小
学
校
校
庭

□問
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・
同
会
会

長
・
丸
山
さ
ん
1
・
FAX
37
・
０
３
０
０

■
「
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
し
よ
っ
！
」

あ
な
た
の
セ
ン
ス
で
M
Y
フ
ラ
ッ

グ
（
旗
）
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
18
日
g
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
和
室
ほ
か

講
師
＝
す
い
せ
い
ア
ー
ト
主
宰
・
吉

野
榮
子
さ
ん
　
参
加
費
＝
８
０
０
円

□申
造
形
ア
ト
リ
エ
プ
ス
プ
ス
・
長
谷

川
さ
ん
1
・
FAX
29
・
６
１
４
０

■
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
科
学
教
育
と
そ
れ
を
支
え
る
学
力
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
18
日
g
午
後
１
時
〜
５

時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
参
加
料
＝
無

料
　
□問
21
世
紀
長
岡
の
「
知
」
を
創

造
す
る
会
・
丸
山
さ
ん
1
０
２
５
６

・
57
・
４
７
４
４

■
「
ジ
ャ
ズ
ワ
ー
ル
ド
長
岡
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
in
ア
ー
リ
ー
オ

ー
タ
ム
」
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
出
演

＝
山
本
剛
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、
植
松
良

高
さ
ん
（
ド
ラ
ム
）、

岡
田
勉
さ
ん

（
ベ
ー
ス
）
ほ
か
　
料
金
＝
４
、０
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

□問
同

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
深
田
さ

ん
1
32
・
９
４
０
１

工
業
振
興
課

1
39
・
2
2
2
2

●
高
校
生
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
大
会
＆
電
子
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
（
入
場
無
料
）

県
内
の
工
業
学
科
の
高
校
生

が
製
作
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

シ
ャ
ト
ル
を
飛
ば
す
ロ
ボ
ッ
ト
、

相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
の
競
技
会
で
す
。

参
加
作
品
の
展
示
と
ア
イ
デ

ア
や
出
来
映
え
な
ど
を
審
査
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
競
技
大
会

は
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分
）

会
場
＝
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル
　
問
い
合
わ
せ
＝
工
業

振
興
課
ま
た
は
6
新
潟
県
電
子

機
械
工
業
会
1
34
・
４
５
１
５

農
林
振
興
課

1
39
・
2
2
2
3

●
「
肴
豆
」
狩
り

長
岡
特
産
の
枝
豆
「
肴
豆
」

を
楽
し
み
な
が
ら
収
穫
し
ま
す
。

１
ｍ
の
荒
縄
で
束
ね
ら
れ
る
だ

け
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
王
番
田
町
地

内
（
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見

台
近
く
）

参
加
料
＝
荒
縄
１

本
８
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
農

林
振
興
課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
越
後
な

が
お
か
王
寺
川
支
店
1
27
・
１

０
０
６

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

会
場
は
、
す
べ
て
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●1
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
９
月
22
日
d
・
28
日
c
、

10
月
８
日
f
・
15
日
f
の
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

●2
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
10
月
17
日
a
、
11
月
14

日
a
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
計
２
回
）

対
象
＝
小

学
３
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
そ

の
親
子
　
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
粘
土
１
㎏
４
０
０
円

（
材
料
費
）

申
し
込
み
＝
９

月
10
日
f
〜
30
日
e

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
９
月

13
日
b
〜
17
日
f
秋
番
組
入
れ

替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

９
月
18
日
g
か
ら
は
「
祭
り
の

夜
と
五
人
の
泥
棒
」（
約
45
分
）

を
投
映
し
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
は
、
９
月
10
日

f
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

お
休
み
し
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

FAX
37
・
5
6
6
1

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

ま
た
、
会
場
は
す
べ
て
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。

●1
楽
し
い
教
養
講
座

教
養
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

期
間
＝
10
月
〜
３
月
　
時
間
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
１
４
、０
０
０
円
、

花
道
２
０
、０
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円
（
い
ず

れ
も
ほ
か
に
利
用
者
協
議
会
費

４
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込

み
＝
９
月
13
日
b
〜
10
月
１
日

f
（
先
着
）

●2
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
習
得
教
室

好
感
度
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
、
職
業
生
活

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
10
月
１
日
〜
11
月
12
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
10
月
15
日
を
除
く
。

計
６
回
）

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

受
講
料
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
９
月
10
日
f
〜
29

日
d

●3
第
2
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

体
を
動
か
し
て
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
、
健
康
増
進
と
体
力
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―

８
５
０
１

（
住
所
記
入
不
要
）
長
岡
市
秘
書
広

報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、
FAX
39

・
２
２
７
２
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinf-p

rd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

■
初
心
者
向
け
手
づ
く
り
パ
ン
教
室

日
時
＝
９
月
９
日
・
16
日
・
30
日
木

曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
計
３
回
）

会
場
＝
長
岡
友
の
家

（
稲
葉
町
）

参
加
料
＝
３
、５
０
０

円
　
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布
、

筆
記
用
具
　
定
員
＝
18
人
（
先
着
）

□申
長
岡
友
の
家
・
上
條
さ
ん
1
39
・

０
１
９
０

■
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
９
月
11
日
g
午
後
７
時
30
分

か
ら
（
90
分
程
度
）

会
場
＝
廣
深

寺
（
川
崎
６
）

演
奏
＝
彦
☆
星
さ

ん
　
参
加
料
＝
カ
ン
パ
制
（
終
了
後

に
）

□問
廣
深
寺
1
34
・
２
８
５
７

■
佐
山
正
夫
の
世
界
写
真
紀
行

第
17
集
「
山
と
森
と
湖
の
世
界

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
」

日
時
＝
９
月
13
日
b
〜
26
日
a
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

日
時
＝
10
月
８

日
〜
12
月
10
日

の
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
〜
８

時
30
分（
計
10
回
）

定
員
＝
30

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０

０
円
　
持
ち
物
＝
内
履
き
　
申

し
込
み
＝
９
月
16
日
e
〜
10
月

６
日
d
に
受
講
料
を
添
え
て

●4
中
級
英
会
話
教
室

英
語
圏
の
国
々
で
通
用
す
る

高
度
な
英
語
力
を
習
得
し
た
い

若
者
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
＝
10
月
12
日
〜
12
月
21
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
11
月
23
日
を
除
く
。

計
10
回
）

講
師
＝
ナ
タ
リ
ー

・
ケ
イ
リ
ー
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講

料
＝
７
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

９
月
14
日
c
〜
10
月
７
日
e

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

す
べ
て
無
料
で
す
。
ま
た
、

●1
〜
●3
は
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●1
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
９
月
24
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
ア
ン
ド

レ
・
ジ
イ
ド
著
「
狭
き
門
」

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文

庫
1
35
・
７
９
８
１

●2
む
か
ー
し
む
か
し
の

お
は
な
し
会

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
　
場
所
＝
大
島
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和
室
１
　
内

容
＝
「
花
咲
き
山
」
「
ボ
タ
と

カ
エ
ル
」「
松
の
山
鏡
」「
彦
一

と
タ
ヌ
キ
」
ほ
か
　
語
り
部
＝

「
長
岡
民
話
の
会
」
の
み
な
さ

ん
　
定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

問
い
合
わ
せ
＝
西
地
域
図
書
館

1
27
・
４
９
０
０

●3
映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
９
月
14
日
c

午
後
２
時
〜
３
時
25
分
「
ア
ッ

シ
ャ
ー
家
の
惨
劇
」（
’60
年
ア
メ

リ
カ
）
②
９
月
18
日
g
午
後
２

時
〜
３
時
35
分
「
ナ
イ
ル
の
娘
」

（
’87
年
台
湾
）
③
10
月
９
日
g

午
後
２
時
〜
４
時
10
分
「
そ
し

て
船
は
行
く
」（
’83
年
イ
タ
リ
ア

・
フ
ラ
ン
ス
）

会
場
＝
中
央

図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０

人
（
先
着
）

●4
文
化
講
座
「
い
ま
坂
口
安
吾

が
お
も
し
ろ
い
」

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
講

師
＝
敬
和
学
園
大
学
教
授
・
若

月
忠
信
さ
ん

申
し
込
み
＝
電

話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
図
書
館
の

窓
口
で

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

11 10

中心市街地にある史跡を歩いて巡り、維新の
三傑といわれる河井継之助・小林虎三郎・三島
億二郎の足跡や長岡空襲などの長岡の歴史につ
いて探ります。
対象は個人です。友だち同士や、親子での申
し込みも大歓迎です。
期　日＝①10月13日d②10月16日g

（①②とも内容は同じ）
時　間＝午前９時30分～11時30分

（受付は午前９時から厚生会館前で）
コース＝厚生会館（長岡城址の碑ほか）→長岡

戦災資料館→河井継之助史跡広場→長町
の町並み（小林虎三郎屋敷跡ほか）→栄
凉寺（河井継之助の墓ほか）→ＪＲ長岡
駅大手口（長岡城元旦年賀登城之図ほか）
定員＝各回25人（先着） 持ち物＝歩き
やすい服装、飲み物ほか　申し込み＝９
月10日fから秘書広報課広報係1３９・２
２０２へ

問い合わせ＝秘書広報課1３９・２２０２

長岡デザインフェア（10
月16日g・17日aに開催）
をＰＲする「ミニ作品入り
小袋」を2,000人（先着）に
差し上げるプレイベントを
開催します。
プレゼントするミニ作品
は「エコ」と「ハッピー」

をテーマに、長岡造形大学生が中心となって作
ったものです。また、ミニ作品入り小袋がはっ
てある大型パネルは、小袋をはがすと下に隠れ
ている長岡デザインフェアのＰＲが表れる「お
もしろポスター」になっています。
ぜひ素敵な作品を、手にしてみてください。
期日・会場＝①９月25日g…厚生会館交流イベ
ント会場（厚生会館前）②10月２日g…米百俵
まつり会場（大手通２） 時間＝いずれも正午
から　問い合わせ＝国際文化課内長岡デザイン
フェア2004実行委員会事務局1３９・２２０７

参加しませんか！
ながおかのまち再発見ツアー
城下町長岡を知ろうコース（無料）

長岡デザインフェア2004
ＰＲプレイベント（無料）

国
道
8
号
 

菖
蒲
川
 

至
雲
出
町
 

至上除 

県
道
大
荒
戸
越
路
線
 

JT 
● 

● 
長岡地域 
森林組合 

会場 

JA越後ながおか 
王寺川支店 
● 

北
陸
自
動
車
道
 

人
間
の
生
き
方
を
問
う

「
ラ
ム
ネ
氏
の
こ
と
」 

回 

内
　
容 

123
10/6 
d

7 
e

13 
d

日
程 

復
讐
物
語
の
「
風
博
士
」 

人
間
み
な
平
等
の
物
語

「
白
痴
」 

4
14 
e

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作
家

の
祖
「
安
吾
新
日
本
地

理
」 

日時＝10月23日g午前10時～11時30分　
会場＝千秋が原ふるさとの森管理事務所前　
講師＝6長岡市公園緑地協会会員　
定員＝50人（先着） 持ち物＝軍手、せん定はさみ
申し込み＝９月24日f～10月15日fに公園緑地課

1３９・２２３０、FAX３９・２２７０へ

花と緑の教室「庭木の冬囲い」（無料）

▲ミニ作品の一つ
「ポストカード立て」

さ
か
な
ま
め



４
回
）

講
師
＝
長
岡
大
学
教
授
・

高
橋
治
道
さ
ん

③
公
開
講
座

冬
の
ソ
ナ
タ
か
ら
見
た
韓
国
社
会

日
時
＝
10
月
５
日
〜
11
月
２
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
計

５
回
）

講
師
＝
長
岡
大
学
専
任
講

師
・
權
五
景
さ
ん

◇
　
　
　
　
◇

〈
②
③
共
通
〉

定
員
＝
各
30
人（
先

着
）

受
講
料
＝
各
４
、０
０
０
円（
初

回
に
）

会
場
＝
長
岡
大
学
　
□申
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
〒
９
４
０
―

０
８
２
８
御
山
町
80

の
８
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

FAX
39
・
９
５
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ルshou

gai@
nagaokauniv.ac.jp

へ

□問
長

岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
39
・

１
９
０
３

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

受
講
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト

代
等
の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

①
Ｉ
Ｔ
社
会
の
光
と
影

日
時
＝
10
月
２
日
・
９
日
土
曜
日
の

午
後
１
時
〜
４
時
　
定
員
＝
40
人（
先

着
）

□申
所
定
の
申
込
用
紙
で
９
月

１
日
d
〜
28
日
c
に

②
先
端
材
料
の
最
先
端

日
時
＝
11
月
13
日
〜
27
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
（
計
３
回
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

□申
所
定
の

申
込
用
紙
で
10
月
６
日
d
〜
11
月
９

日
c
に
　

◇
　
　
　
◇

会
場
＝
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
□問
長

岡
技
術
科
学
大
学
総
務
部
産
学
連
携

・
研
究
推
進
課
・
産
学
連
携
担
当
1

47
・
９
２
７
８
、
FAX
47
・
９
０
４
０

（
〒
９
４
０
―

２
１
８
８
上
富
岡
町

１
６
０
３
の
１
）

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●1
植
物
観
察
会

「
実
り
の
森
た
ん
け
ん
」

実
り
の
季
節
「
秋
」
を
迎
え

た
植
物
の
観
察
会
で
す
。

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
自
然
観
察
林
　
集
合
＝
東

山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車

場
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

水
筒
、
雨
具
　
参
加
料
＝
50
円

申
し
込
み
＝
９
月
23
日
-
ま
で

●2
キ
ノ
コ
を
調
べ
る
会

長
岡
東
山
で
見
ら
れ
る
キ
ノ

コ
を
観
察
し
、
鑑
定
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
２
日
g
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
Ｃ
駐
車
場
　
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
採
集
用
具

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

９
月
29
日
d
ま
で

●3
キ
ノ
コ
の
展
示
会
（
無
料
）

長
岡
周
辺
の
キ
ノ
コ
を
展
示

・
解
説
し
ま
す
。
会
場
で
名
前

の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ
を
調
べ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
10
月
３
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
　
会
場
＝
科

学
博
物
館
展
示
室

●4
「
野
鳥
相
を
調
べ
る
会
」

中
止
の
お
知
ら
せ

９
月
〜
11
月
の
各
月
第
４
日

曜
日
に
浦
瀬
町
で
開
催
を
予
定

し
て
い
た
、
野
鳥
相
を
調
べ
る

会
は
、
探
鳥
コ
ー
ス
内
に
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
た
た
め
中
止
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

会
場
は
、
い
ず
れ
も
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●1
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
講
座

日
時
＝
９
月
22
日
d
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
参
加
料
＝

９
０
０
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、

エ
プ
ロ
ン
　
定
員
＝
20
人
（
抽

選
）

●2
み
そ
づ
く
り
（
12
月
）
の

参
加
者
募
集

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
コ
ー
ス
…

12
月
７
日
c
〜
９
日
e
、
Ｂ
コ

ー
ス
…
12
月
17
日
f
〜
19
日
a
、

Ｃ
コ
ー
ス
…
12
月
24
日
f
〜
26

日
a

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
コ

ー
ス
…
２
、５
０
０
円
、
大
豆
10

㎏
コ
ー
ス
…
５
、０
０
０
円

◇
　
　
　
◇

申
し
込
み
＝
①
は
９
月
10
日
f

②
は
９
月
20
日
-
（
い
ず
れ
も

消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
名（
②

の
み
そ
づ
く
り
希
望
者
は
希
望

の
コ
ー
ス
、
希
望
大
豆
量
の
５

㎏
、
10
㎏
の
別
も
）
を
記
入
し
、

返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０

―

０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
５
３
６
０
へ

■
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
―

ア
ジ
ア
な

し
で
は
愛
し
て
ゆ
け
な
い
―

監
督
の
舞
台
あ
い
さ
つ
も
あ
り
ま

す
。
実
行
委
員
も
募
集
中
で
す
。

期
間
＝
９
月
21
日
c
〜
26
日
a
（
６

日
間
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー
　
上
映
作
品
＝
「
阿
賀

の
記
憶
」「
オ
ア
シ
ス
」「
鉄
西
区
」

「
最
後
の
恋
、
初
め
て
の
恋
」「
純
愛

中
毒
」
ほ
か
　
□問
市
民
映
画
館
を
つ

く
る
会
1
33
・
１
２
３
１
（
月
・
水

・
金
の
午
後
７
時
30
分
以
降
）

■
「
寒
川
道
夫
と
松
三
郎
」
石
碑

建
立
記
念
の
集
い

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
下
々
条
公
民
館
　
内
容
＝
経

過
報
告
、
映
画
「
恙
虫
記
」
の
上
映
、

松
三
郎
の
詩
集
の
朗
読
な
ど
　
参
加

料
＝
５
０
０
円
（
資
料
代
ほ
か
）

□問
記
念
の
集
い
実
行
委
員
会
・
加
藤

さ
ん
1
24
・
２
２
２
７

■
長
岡
大
学
講
演
会
・
公
開
講
座

①
文
化
講
演
会
（
無
料
）

「
教
育
が
変
わ
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
」

国
際
教
養
大
学
副
学
長
・
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
行
い
ま
す
。

期
日
＝
９
月
13
日
b
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
①
講
演
会（
午

後
６
時
30
分
か
ら
）
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
午
後
７
時
30
分
か
ら
）

会
場

＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ

Ｃ
ホ
ー
ル
　
□申
同
大
学
事
務
局
・
中

山
さ
ん
1
39
・
１
６
０
０

②
公
開
講
座

知
っ
て
得
す
る
Ｉ
Ｔ
情
報

日
時
＝
10
月
５
日
〜
26
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分（
計

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

1
37
・
6
0
6
7

●
圏
民
ふ
れ
あ
い
事
業

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
Ⅹ

お
食
事
、
ド

リ
ン
ク
、
素
敵

な
ス
イ
ー
ツ
で
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
27
日
g
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
パ

ス
ト
ラ
ル
長
岡
　
対
象
と
定
員

＝
男
性
…
長
岡
圏
域
内
在
住
の

25
歳
以
上
の
独
身
40
人
（
11
月

19
日
f
午
後
７
時
30
分
か
ら
市

立
劇
場
で
開
催
す
る
事
前
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き

る
人
）、
女
性
…
20
歳
以
上
の
独

身
40
人
　
参
加
料
＝
男
性
５
、０

０
０
円
、
女
性
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
９
月
10
日
f
〜
10

月
22
日
f（
必
着
）に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
相
手
に
望
む
こ
と
、

自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
た
紙
と
、

返
信
用
封
筒
（
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
90
円
切
手
を
は
っ
た

定
型
長
３
ま
た
は
長
13
の
も
の
）

を
同
封
し
て
、
〒
９
４
０
―

０

０
８
４
幸
町
２
の
１
の
１
長
岡

市
役
所
幸
町
分
室
２
階
長
岡
地

域
広
域
行
政
組
合
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:
//w
w
w
.kouiki.nagaoka.nii

gata.jp

か
ら
も
申
し
込
み
可
）

道
路
管
理
課

1
39
・
2
2
3
2

●
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
み
ち
ぶ
し
　

ん
」
を
観
劇
し
ま
せ
ん
か

道
の
は
じ
ま
り
や
成
り
立
ち

が
、
冒
険
物
語
で
く
り
広
げ
ら

れ
る
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。

日
時
＝
10
月
８
日
f
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
40
分
　
会
場
＝
市

立
劇
場
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
）

入
場
料
＝
無
料
　
定
員
＝
１
、

５
０
０
人
（
抽
選
）

申
し
込

み
＝
９
月
21
日
c
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

観
劇
希
望
者
全
員
の
氏
名
（
は

が
き
１
枚
で
５
人
ま
で
）、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
返
信
の

表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―

８

５
０
１
（
住
所
記
入
不
要
）
長

岡
市
道
路
管
理
課
内
ふ
る
さ
と

き
ゃ
ら
ば
ん
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

み
ち
ぶ
し
ん
」
実
行
委
員
会
へ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 
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■オータムフェア’04
期間＝９月23日-～10月31日a

開園時間＝午前９時30分～午後５時
★花のみどころ
20種類約65万本のコスモスと、春とはまた違
う趣きの秋バラが園内を彩ります。
・コスモス苗プレゼント
（10月８日までの平日のみ）
・ハーブ苗プレゼント（期間中の土・日・祝日）
■プロペラ飛行機づくり体験（参加料＝1,000円）
日時＝10月24日a午前10時～午後３時
■プロジェクト・ワイルド指導者養成講習会
米国生まれの環境教育プログラムの指導者養
成講習会です。
日時＝①９月12日a②10月24日aの午前９時～
午後５時（①②は同じ内容） 定員＝各30人（先
着） 参加料＝7,500円　申し込み＝①９月５日
aまで②10月17日aまで
■サタデーガイド「秋草を訪ねて」（無料）
日時＝９月11日g午前10時～正午　
集合＝花と緑の館インフォメーション
■ディスクゴルフ体験教室（無料）
日時＝９月12日a午前10時～午後４時　
会場＝銀河の丘周辺
■9月の休園日
６日b・13日b・21日cです。

問い合わせ＝越後公園管理センター1４７・８００１

国営越後丘陵公園へ行こう！

厚生会館地区をより多くのみなさんから利用
してもらうため、楽しい
イベントを開催します。
ぜひ、お出かけください。
日　時＝９月25日g午前

10時～午後５時　
場　所＝厚生会館前広場　
内　容＝アルビレックスチアリーダースのパフォ

ーマンス、アルビグッズ販売、まちなかコ
ンサート（吹奏楽演奏会）、飲食コーナー等
※長岡操車場跡地を無料駐車場として開放
し、シャトルバスを運行します。

問い合わせ＝まちなか活性課1３９・２８０７

同時開催 スポーツ少年団秋季ミニバスケット
ボール大会（女子１日目）―応援よろしく！―
会場＝厚生会館大ホール　時間＝午前８時30分
～午後５時30分　問い合わせ＝7長岡市体育協
会1３４・２１３０

9月25日（土）は厚生会館交流イベントへ

２００５年、長野県でアジア初のスペシャルオリン
ピックス（知的障害者のスポーツトレーニング成果
発表の場）の冬季世界大会が開催され、長岡市から
もアルペンスキーに選手が出場する予定です。
5 0 0万人トーチランは、このスペシャルオリンピ
ックスの聖火をリレーでつなぐものです。
阿蘇山で採火された聖火を持って米百俵まつり開
催中の長岡のまちを走るトーチランナー（知的障害の
ある人）と伴走者・随走者を募集します。
日　時＝10月２日g午後１時から（時間は予定）
コース＝長岡市内（ゴールは米百俵まつり開催中の

大手通り）
問い合わせ・申し込み＝９月15日dまでに学校教育

課内トーチラン実行委員会事務局1３９・２２
３９または長岡長生ライオンズクラブ内実行委
員会事務局1３３・５２００へ

初心者パソコン講習　受講生募集
与板町・和島村・出雲崎町「良寛晩年の足跡」探訪 

川口町・山古志村「杜のかたらい・和楽美の湯」と「中山隧道・闘牛」探訪 

見附市・栃尾市「交流センター見学」と「美術館見学」探訪 

長岡市・三島町「歴史博物館見学」と「郷土の歴史」探訪 

中之島町・小千谷市「産業まつり見学」と「織物体験」探訪 

小国町・越路町「紙の芸術」と「長谷川邸見学」探訪 

期　　日 コ　　ー　　ス　　名 

10月15日f

 

16日g

 

24日a

9：00（16：30） 

9：00（16：20） 

9：10（16：30） 

9：00（16：20） 

9：10（16：40） 

9：10（16：20） 

9：20（16：10） 

9：20（16：00） 

9：30（16：10） 

9：20（16：10） 

9：30（16：20） 

9：20（16：00） 

JR長岡駅東口発（着） 市立劇場前発（着） 

長岡地域広域行政組合地域探訪ツアーへどうぞ

長岡地域の豊かな自然や歴史、文化、産業などをバス
で巡る旅に参加してみませんか。
定　員＝各コース40人
参加料＝３，０００円（昼食代、入館料など。当日に）
申し込み＝９月24日f必着で、はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号、希望コース、バスの乗降場所（ＪＲ
長岡駅東口、市立劇場前のいずれか）を記入し、〒940
－0084幸町２の１の１長岡地域広域行政組合1３７・６
０６７へ。ホームページhttp://www.kouiki.nagaoka.ni
igata.jpからも申し込みできます（多数の場合抽選）。

長岡市教育委員会では、史跡「馬高・三十稲場遺跡」の発掘調査を
進めています。その様子や出土品を紹介する
見学会を開催します。直接会場へどうぞ。
日時＝９月18日g①午前10時～11時30分②午
後１時30分～３時（小雨決行） 集合＝史跡
「馬高・三十稲場遺跡」駐車場（関原町１）
問い合わせ＝科学博物館1３２・０５４６

史跡「馬高・三十稲場遺跡」発掘調査見学会（無料）

▲発掘調査で（８月11日）

▲アルビレックスチアリー
ダース

2005年長野スペシャルオリンピックス
500万人トーチランに参加しませんか

つ
つ
が
む
し

き



1
22
・
１
５
４
７

■
2
0
0
4
動
物
愛
護

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ

長
岡
　
内
容
＝
動
物
愛
護
演
奏
会
、

子
犬
・
子
猫
の
飼
い
主
探
し
、
ふ
れ

あ
い
教
室
な
ど
　
□問
新
潟
県
動
物
愛

護
協
会
中
越
支
部
1
39
・
５
２
６
１

■
走
れ
、
ひ
ま
わ
り
号

地
引
網
体
験

「
旅
に
出
た
い
」
と
い
う
障
害
者

の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
集
い
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
26
日
a

目
的
地
＝
大

潟
町
鵜
の
浜
海
岸
（
バ
ス
利
用
）

参
加
料
＝
大
人
２
、０
０
０
円
、
学
生

１
、５
０
０
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
　
□問

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
長
岡
実
行

委
員
会
事
務
局
・
久
保
さ
ん
1
・
FAX

25
・
０
５
１
７

■
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
消
費
者
懇
談
会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ギ
フ
ト
券
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
９
月
26
日
a

時
間
と
内
容

＝
午
後
１
時
〜
２
時
…
講
演
「
高
齢

者
の
体
の
清
潔
と
ケ
ア
」
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分
…
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
奥

様
教
室
「
プ
ロ
が
教
え
る
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
等
　
会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室
ほ
か

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

□申
・
□問
新

潟
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業

組
合
・
柳
橋
さ
ん
1
32
・
６
４
７
７

■
長
岡
三
曲
連
盟
「
三
曲
演
奏
会
」

琴
・
三
味
線
・
尺
八
の
演
奏
会
で

す
。

日
時
＝
10
月
３
日
a
正
午
か
ら

会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

参
加
費
＝
無
料
　
□問
長
岡
三
曲
連
名

・
長
谷
川
さ
ん
1
35
・
０
０
７
９

生
涯
学
習
課
1
32
・
5
1
1
0

FAX
32
・
0
5
6
1

●
ま
ち
の
先
生
公
開
講
座

各
講
座
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
生
涯
学
習
相
談
室
1

・
FAX
38
・
６
５
５
２
へ
ど
う
ぞ
。

①
「
み
ん
な
詩
人
に
な
ろ
う
」

普
段
何
気
な
く
思
っ
て
い
る

こ
と
や
心
に
感
じ
た
こ
と
を
自

由
に
詩
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
30
日
〜
10
月
14
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
（
計
３
回
）

会

場
＝
中
央
公
民
館
４
０
５
教
室

講
師
＝
牧
岡
孝
さ
ん
　
参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
　
定
員
＝
15
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
９
月

13
日
b
か
ら

②
「
長
岡
城
と
城
下
町
遺
構
の

検
証
ミ
ニ
ツ
ア
ー
〜
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
あ
な
た
の
知
ら

な
い
長
岡
城
下
町
め
ぐ
り
〜
」

阪
之
上
小
学
校
伝
統
館
で
長

岡
城
下
の
模
型
を
見
学
し
た
後
、

実
際
に
　
座
稲
荷
神
社
や
小
林

虎
三
郎
の
生
家
跡
な
ど
を
バ
ス

で
巡
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
４
日
b
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
集
合
＝
中

央
公
民
館
　
講
師
＝
亀
川
純
一

さ
ん
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

定
員
＝
15
人
（
抽
選
）

申
し

込
み
＝
９
月
17
日
f
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
ま
ち
の
先
生
公
開

講
座
・
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
参

加
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
返
信
の
表

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
生
涯
学
習
相
談
室
へ

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
快
適
・
機
能
的
な
住
ま
い
づ

く
り
（
無
料
）

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
い
人

や
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

家
族
の
将
来
や
家
庭
の
あ
り
方

を
考
え
な
が
ら
、
取
得
に
関
す

る
知
識
を
学
び
ま
す
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０
１
教

室
　
定
員
＝
45
人
（
先
着
。
マ

イ
ホ
ー
ム
取
得
予
定
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
＝

９
月
９
日
e
か
ら

●2
青
年
講
座
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
オ
ブ
ジ
ェ
を
造
ろ
う
」

参
加
者
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
色
紙
で
大
き
な

オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。作

品
は
ま
ち
な
か
・
考
房
に

１
カ
月
間
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
25
日
g
・
26
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
会
場

＝
ま
ち
な
か
・
考
房
　
講
師
＝

長
岡
造
形
大
学
大
学
院
修
了
生

の
み
な
さ
ん
　
対
象
＝
お
お
む

ね
35
歳
以
下
の
人
　
定
員
＝
15

人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
昼
食
、

カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
　
参
加
料

＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
９

月
10
日
f
か
ら

●3
歴
史
に
み
る
長
岡
の
ま
ち
　

（
無
料
）

長
岡
の
ま
ち
の
歴
史
や
文
化

に
関
わ
る
史
跡
を
巡
っ
た
り
学

ん
だ
り
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
（
⑥

は
午
後
１
時
〜
３
時
。
計
６
回
）

会
場
＝
①
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
周
辺（
集

合
は
厚
生
会
館
入
口
）
②
〜
⑤

厚
生
会
館
⑥
ま
ち
な
か
・
考
房

講
師
＝
①
②
…
稲
川
明
雄
中
央

図
書
館
長
③
④
…
古
田
島
吉
輝

戦
災
資
料
館
長
⑤
…
長
岡
郷
土

史
研
究
会
会
員
・
金
垣
孝
二
さ

ん
⑥
…
日
本
政
策
投
資
銀
行
参

事
・
藻
谷
浩
介
さ
ん
　
定
員
＝

50
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

９
月
９
日
e
か
ら

●4
な
が
お
か
市
民
大
学
講
座

①
安
全
の
考
え
方

災
害
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
、
医
療

ミ
ス
、
企
業
で
頻
発
す
る
事
件

な
ど
で
安
全
な
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
中
、
具
体
的
な
事
例

を
あ
げ
て
安
全
を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日
〜
11
月
12
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
〜
７

時
30
分
（
計
７
回
）

会
場
＝

中
央
公
民
館
　
内
容
＝
①
「
安

全
」
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
考
え
方
・
日
本
の
考
え
方
②

医
療
の
安
全
③
機
械
の
安
全
と

方
策
④
介
護
・
救
助
ロ
ボ
ッ
ト

の
安
全
⑤
食
の
安
全
⑥
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全

⑦
防
災
　
講
師
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
名
誉
教
授
・
田
中
紘
一

さ
ん
ほ
か
　
受
講
料
＝
３
、
５

０
０
円
　
定
員
＝
40
人
（
先
着
）

②
つ
く
っ
て
み
よ
う

わ
た
し
の
家

家
づ
く
り
を
成
功
さ
せ
た
人

た
ち
に
つ
い
て

の
ミ
ニ
講
義
の

後
、
自
分
の
家

を
設
計
し
、
図

面
を
仕
上
げ
、

■
長
岡
造
形
大
学
公
開
講
義
・
講
座

（
1
21
・
3
3
5
1
）

①
地
域
文
化
特
別
講
義
一
般
開
放

長
岡
歯
車
資
料
館
館
長
・
内
山
弘

さ
ん
、
越
後
門
出
和
紙
代
表
・
小
林

康
生
さ
ん
ほ
か
の
講
義
を
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
16
日
・
30
日
、
10
月
14

日
・
21
日
・
28
日
、
11
月
11
日
・
18

日
の
木
曜
日
午
後
４
時
20
分
〜
５
時

50
分
　
会
場
＝
長
岡
造
形
大
学
円
形

講
義
室
　
定
員
＝
70
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料
　
□申
往
復
は
が
き
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
「
地
域
文
化
特
別
講
義
受
講

希
望
」
を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―

２
０
８
８
宮
関
町
１
９
７
長
岡
造
形

大
学
学
務
課
、
Ｅ
メ
ー
ルkyom

u@
nagaoka-id.ac.jp

へ

②
特
別
公
開
講
座
「
発
想
と
脳
〜
脳

は
創
造
を
い
か
に
し
て
生
み
出
す

の
か
〜
」（
無
料
）

日
時
＝
10
月
9
日
g
午
後
1
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
長
岡
造
形
大
学
大

講
義
室
　
講
師
＝
養
老
孟
司
さ
ん

定
員
＝
２
５
０
人
（
抽
選
）

□申
９

月
21
日
c
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
特
別
公
開
講
座
希
望
」
と
記
入
し

て
、
〒
９
４
０
―

２
０
８
８
宮
関
町

１
９
７
長
岡
造
形
大
学
学
務
課
へ

■
ハ
ー
ブ
育
て
方
講
習
会

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
古
志
の
里
フ
ァ
ー

ム
（
下
条
町
１
３
６
３
）

参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
（
材
料
代
）

□申
・

□問
古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム
・
恩
田
さ
ん

模
型
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
29
日
〜
10
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
計
５
回
）

会
場
＝

長
岡
造
形
大
学
講
義
室
　
内
容

＝
①
ど
ん
な
家
を
作
り
た
い
か

②
立
体
的
に
機
能
的
に
③
各
部

屋
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
④
完
成
に

向
け
て
細
部
の
検
討
⑤
図
面
と

模
型
で
発
表
！
　
講
師
＝
長
岡

造
形
大
学
教
授
・
後
藤
哲
男
さ

ん
ほ
か
　
受
講
料
＝
２
、５
０
０

円
　
対
象
＝
家
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
人
、
家
づ
く
り
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
　
定
員

＝
20
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
具
体
的
な

敷
地
が
あ
る
場
合
は
敷
地
図
や

写
真
な
ど

15 14

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

①～④の講座の中から１人
１講座のみ応募できます。
会場＝講座NO．B101とW102

は日越コミュニティセ
ンター。そのほかは中
央公民館

受講料＝①②④各２,０００円、
③４,０００円（いずれも
テキスト代は別）

①「パソコン入門講座～スイッチから」（４日間コース）
初心者を対象としたパソコンの基本操作（インターネ
ット操作、メールの送受信を含む）を学びます。

②「ワープロはじめて講座」（４日間コース）
初心者を対象としたワープロ文書を作成する講座です。
（ワープロソフトWordを使った簡単な操作を学びます。）

③「ワープロ・カメさんコース」（８日間コース）
60歳以上の人を対象としたワープロソフトの基本操作
を学ぶ講座です。「ワープロはじめて講座」の内容を８回
に分けてゆっくりと学びます。

④「表計算入門講座」（４日間コース）
初心者を対象とした表計算ソフトを利用した講座です。
Excelの基本的な操作を学びます。

〔申し込み〕９月17日f（必着）までに、往復はがきの
往信の裏にご希望のコースNO．、住所、氏名、年齢、電
話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して
〒９４０－００７２柳原町２の１中央公民館へ（多数の場合は
抽選）

問い合わせ＝中央公民館1３２・０４３７

初心者パソコン講習10・11月受講生募集

NO. 期　　　日 時　間 定員 

B22

B101

10/12c、 13d、 14e、 15f

10/12c、 13d、 14e、 15f

9 ：30～12：00

9 ：30～12：00

20人 

10人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

Ｗ23

Ｗ102

10/12c、 13d、 14e、 15f

10/12c、 13d、 14e、 15f

13：30～16：00

13：30～16：00

20人 

10人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

E25

E26

11/9c、 10d、 11e、 12f

11/9c、 10d、 11e、 12f

9：30～12：00

13：30～16：00

20人 

20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

K24 10/18b、19c、21e、22f
25b、26c、28e、29f

13 ：30～16：00 20人 

ながおか市民大学4学連携講座（無料）
「いきいき長岡若者シンポ」～地域で育み、地
域で活かす。若者が求める職場づくりとは？～

長岡で働く魅力について語り合います。これから長
岡で就職したいと考えている人はもちろん、すでに働
いている人もどうぞご参加ください。
日時＝10月16日g午後１時～５時　
会場＝中央図書館講堂　定員＝100人（先着）
第１部「若者が見る長岡とその職場」
市内企業の第一線で働いている若者と、これから長

岡で働こうとしている若者が、長岡の「まち」「企業」
「仕事」の魅力について話し合います
パネリスト＝クリーンテクノロジー1・長岡ＩＴ事業

協同組合のみなさん、長岡造形大学・長岡工
業高等専門学校・長岡技術科学大学・長岡大
学の学生のみなさん

司　会＝2マックスゼン・パフォーマンスコンサルタ　
ンツ・代表取締役・丸山結香さん

第２部「求められる人財と人財育成」
企業はどのような人材を求めているのか、人材育成

の課題は何かを話し合います
パネリスト＝日本精機1、1ジェイマック、2マック　

スゼン・パフォーマンスコンサルタンツのみ
なさんと、長岡造形大学・長岡工業高等専門
学校・長岡技術科学大学・長岡大学の先生

司　会＝長岡商工会議所・専務理事・樋口栄治さん
申し込み＝中央公民館1３２・０４３７、FAX３２・０５６１、

Ｅメールchu-kou@city.nagaoka.niigata.jp

親も育つ子育てセミナー（思春期コース）
日時＝９月15日～11月24日の毎週水曜日午前10時～正午（計10回）
会場＝中央公民館ほか　参加料＝1,000円（初回に） 内容＝「子
どもの潜在能力を引き出す」「思春期の自立心と依頼心」「仕事と
人生」ほか　対象＝①小学校高学年～高校生の子どもの保護者②
思春期の家庭教育について学びたい人　定員＝50人（先着。②は
若干名） 申し込み＝９月６日bから中央公民館1３２・０４３７へ

快
適
・
機
能
的

な
マ
イ
ホ
ー
ム

作
り
の
コ
ツ 

建
築
家
・ 

今
井
保
一 

さ
ん 

期
日 

担
　
当 

10/5 
c

12 
c

19 
c

内
　
容 

マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
に
関
す

る
基
礎
知
識 

建
築
家
・ 

小
川
峰
夫

さ
ん 

た
め
に
な
る 

！ 税
金
＆
ロ
ー

ン
の
話 

長
岡
税
務
署
職

員
、
県
長
岡
地 

域
振
興
局
職
員
、 

金
融
機
関
担
当 

者 

回 

内
　
容 

① 

10/2 
g

期
日 

城
下
町
な
が
お
か
巡

り 

② 

9 
g

長
岡
城
築
城
か
ら
落

城
ま
で 

③ 

16 
g

廃
虚
か
ら
生
ま
れ
た 

新
し
い
ま
ち
な
み 

④ 

23 
g

発
展
す
る
長
岡
市
と 

長
岡
空
襲
の
被
害 

⑤ 

30 
g

戦
災
復
興
と
ま
ち
な

み 

⑥ 

11/6 
g

中
心
市
街
地
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り 

ろ
う
　
ざ

い
な
　
り

▲８月24日の講習会で



学
務
課
1
47
・
９
２
４
５

■
長
岡
野
菜
の
料
理
と
食
べ
る
会

日
時
＝
10
月
７
日
e
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
さ
と
い
も
・
れ
ん
こ
ん
な
ど

秋
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
の
紹
介

（
実
習
）

定
員
＝
50
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

参
加
費
＝
１
、０
０
０

円（
材
料
費
）

□申
９
月
30
日
e
ま
で

に
県
長
岡
地
域
振
興
局
三
古
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
1
38
・
２
５
５
３
へ

■
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
「
カ
ウ

ン
ト
・
ベ
イ
シ
ー
生
誕
1
0
0
周

年
記
念
・
我
が
心
の
ベ
イ
シ
ー
」

日
時
＝
10
月
９
日
g
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
＝
林
文
夫

さ
ん
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）

入
場

料
＝
１
、０
０
０
円
　
□問
同
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
吉
田
さ
ん
1
62
・
０
９
０
４

■
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
作
製
教
室

日
時
＝
①
10
月
10
日
a
②
10
月
16
日

g
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
①

②
と
も
内
容
は
同
じ
）

会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学

５
年
生
〜
一
般
（
小
学
４
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
　
□申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
い
が
た
エ

ジ
ソ
ン
学
園
事
務
局
1
０
９
０
・
３

９
８
０
・
６
３
５
４
へ

■
研
修
講
演
会
「
千
年
の
森
―

み
ん

な
で
つ
く
る
ふ
る
さ
と
の
森
―

い

の
ち
の
森
再
生
八
方
台
植
樹
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
無
料
）。

日
時
＝
10
月
11
日
-
午
後
３
時
か
ら

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０
１
教
室

講
師
＝
樹
医
博
士
・
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
小
日
向
孝
さ
ん
　
□問
新
潟
県

山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
・
小
日
向
さ

ん
1
・
FAX
23
・
１
３
１
７

■
新
潟
県
畳
業
組
合
連
合
会
講
演
会

「
驚
く
べ
き
い
草
の
効
用
」（
無
料
）

日
時
＝
９
月
11
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓

町
１
）

講
師
＝
北
九
州
市
立
大
学

国
際
環
境
工
学
部
講
師
・
森
田
洋
さ

ん
　
定
員
＝
２
０
０
人
（
先
着
）

□申
同
連
合
会
・
浅
井
さ
ん
1
０
２
５

・
２
４
７
・
２
０
６
４
へ

■
外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
無
料
）

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
出
場
者
、

在
住
外
国
人
と
の
交
流
会
（
参
加
料

５
０
０
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階

ホ
ー
ル
　
□問
む
つ
み
会
・
小
山
さ
ん

1
46
・
２
３
３
９

■
北
村
智
恵
ピ
ア
ノ
公
開
講
座

「
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
再
発
見
」

45
年
ぶ
り
に
「
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー

25
の
練
習
曲
」
を
改
訂
し
た
北
村
智

恵
さ
ん
の
公
開
講
座
で
す
。

日
時
＝
９
月
29
日
d
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
北
越
楽
器
本
店
５
階
ホ

ー
ル
（
城
内
町
２
）

参
加
料
＝
１
、

８
０
０
円
　
□問
長
岡
音
楽
指
導
者
の

会
・
芳
野
さ
ん
1
33
・
１
１
８
８

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
匠
陵
講
演
会

「
女
性
だ
か
ら
で
き
る
、

仕
事
も
家
事
も
子
育
て
も
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
無
料
）。

日
時
＝
９
月
29
日
d
午
後
２
時
40
分

〜
４
時
10
分
　
会
場
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
講
義
棟
２
階
Ａ
講
義
室
　
講

師
＝
ア
マ
シ
ャ
ム
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
1
・
代
表
取
締
役
社
長
・
服
部

恵
子
さ
ん
　
□問
長
岡
技
術
科
学
大
学
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9月26日（日）は東山まつりへどうぞ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

日
時
＝
９
月
25
日
g
・
26
日
a

の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
26

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場

＝
ハ
イ
ブ
長
岡

環
境
ま
つ
り

ご
み
の
減
量
と
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

内
容
＝
ご
み
減
量
相
談
所
、
新

エ
ネ
ク
イ
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業

に
よ
る
環
境
活
動
の
展
示
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
ガ
イ
ア
握
手
会
、
燃
料
電

池
自
動
車
展
示
な
ど
（
詳
し
く

は
、
９
月
下
旬
に
新
聞
折
り
込

み
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
燃
料
電
池

自
動
車
は
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
寿
３
）
で
も
９
月
17
日
f
・

21
日
c
・
22
日
d
・
29
日
d
・

30
日
e
に
公
開
し
ま
す
。
見
学

希
望
の
人
は
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

問

い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1
24

・
０
５
２
８

価
値
あ
る
住
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

①
講
演
会

日
時
＝
９
月
25
日
g
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
　
内
容
＝
第
１
部

（
午
後
１
時
か
ら
）
…
「
住
ま

い
と
環
境
共
生
」（
講
師
は
長
岡

住
宅
・
建
築
環
境
共
生
研
究
会

・
白
井
誠
さ
ん
・
石
塚
勝
広
さ

ん
）、
第
２
部（
午
後
２
時
か
ら
）

…
「
い
つ
も
何
か
に
と
き
め
い

て
い
よ
う
」（
講
師
は
女
優
・
藤

田
弓
子
さ
ん
）

会
場
＝
２
階

特
別
会
議
室
け
や
き

②
都
市
景
観
見
学
会

昨
年
度
の
長
岡
市
都
市
景
観

賞
受
賞
建
築
物
等
を
巡
り
ま
す
。

期
日
＝
９
月
26
日
a

時
間
＝

午
前
の
部
…
午
前
９
時
50
分
〜

正
午
、
午
後
の
部
…
午
後
１
時

20
分
〜
３
時
30
分
　
集
合
＝
ハ

イ
ブ
長
岡
入
口
前
　
定
員
＝
各

30
人
（
先
着
）

◇
　
　
　
◇

申
し
込
み
＝
９
月
17
日
f
ま
で

に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
参
加
希
望
の
催
し

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

人
数
（
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
の

場
合
は
「
講
演
会
希
望
」
ま
た

は
「
見
学
会
の
午
前
の
部
・
午

後
の
部
の
別
」
も
）
を
都
市
政

策
課
1
39
・
２
２
２
５
、
FAX
39
・

２
２
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ルtoshise

i@
city.nagaoka.niigata.jp

へ

③
建
築
相
談
会
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
等
の
紹
介

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
、

ハ
イ
ブ
長
岡
大
展
示
ホ
ー
ル
で

随
時
開
催
。
直
接
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５

9
月
25
日
（土）
・
26
日
（日）
に

「
環
境
ま
つ
り
」
と
「
価
値
あ
る
住
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
同
時
開
催

「
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま

つ
り
」
は
、
福
祉
と
健
康
の
祭

典
で
す
。

福
祉
、
健
康
に
関
係
す
る
団

体
の
作
品
展
示
と
活
動
紹
介
や
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
催
し

物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
詳

し
い
内
容
は
、
10
月
上
旬
に
配

布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
10
月
９
日
g
午
後
２
時

〜
３
時
、
10
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長

岡
、
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
1

39
・
２
２
１
７

―
関
連
イ
ベ
ン
ト
①
―

す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

ち
び
っ
こ
集
ま
れ
！
（
無
料
）

リ
ズ
ム
遊
び
や
簡
単
な
ダ
ン

ス
で
、
親
子
で
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
10
月
９
日
g
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
前
芝
生
（
雨
天
の
場
合
は
ハ

イ
ブ
長
岡
）

対
象
＝
２
〜
５

歳
児
と
保
護
者
　
定
員
＝
30
組

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
10
月

８
日
f
ま
で
に
健
康
課
1
32
・

５
０
０
０
へ

―
関
連
イ
ベ
ン
ト
②
―

す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
習
会
（
無
料
）

実
際
に
歩
き
な
が
ら
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

自
宅
や
職
場
で
も
で
き
る
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
10
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
前
芝
生
（
雨
天
時
は
、
寺
島

町
の
長
岡
医
師
会
館
講
堂
）

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
10
月
８
日
f
ま
で
に
健

康
課
1
32
・
５
０
０
０
へ

―
同
時
開
催
―

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in

な
が
お
か

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
手
作
り
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
10
日
a
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長

岡
２
階
特
別
会
議
室
け
や
き

出
演
＝
第
１
部
…
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
ざ
お
う
「
よ
さ
こ
い
サ
ー

ク
ル
」、
ド
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
旅
一

座
、
第
２
部
…
楽
器
の
動
物
園

ウ
ヰ
ン
ド
バ
ン
ド
長
岡
　
問
い

合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39
・

２
２
１
８
、
FAX
32
・
０
１
６
０

10
月
9
日
（土）
・
10
日
（日）

す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り
2
0
0
4
を
開
催
！

（財）長岡市芸術文化振興財団ガイド129・7715

各催しのチケットは、リリックホール、市立劇場と
市内の各プレイガイドで取り扱っています。青少年招
待の対象は小学４年生～高校生です（多数の場合抽選）。
①リリック“響き”シリーズ 三善晃プロデュース
第7回響き合うピアノ公開レッスン（無料）
オーディション合格者が、三善晃さんの指導を受け
ます。どうぞご覧ください。
日時＝９月19日a午後１時から　会場＝リリックホー
ル・コンサートホール
②Dance Revolution2004～K-Broadway suite～
日時＝10月２日g午後５時から　会場＝リリックホー
ル・シアター　料金＝全席自由一般4,000円、学生2,000
円（当日各500円増）
③～リリック楽器シリーズVOL.3～ロシアン・ブラスサ
ンクトペテルブルグ・フィルハーモニー金管五重奏団
日時＝10月３日a午後２時から　会場＝リリックホー
ル・コンサートホール　料金＝全席自由一般3,000円、
学生1,500円（当日各500円増）
④仲道郁代ピアノ・リサイタル
～ユニオンツールクラシックプログラム～
日時＝12月３日f午後７時から　会場＝リリックホー
ル・コンサートホール　料金＝全席指定3,000円（当日
5 0 0円増） チケット発売＝９月25日gから　青少年
招待＝20人（申し込みは11月３日-必着で）
⑤吉本新喜劇＆バラエティーショー2004
日時＝12月５日a①午後
１時から②午後５時から　
会場＝市立劇場　出演＝
オール阪神巨人、チャン
バラトリオほか　料金＝
全席指定Ａ席4,500円、Ｂ席3,500円（当日各500円増）
チケット発売＝９月11日gから
⑥『平成17年度市民企画公募型事業』募集
市民が自主的に企画した事業を財団の自主事業とし
て実施します（選考あり）。
対象＝17年度実施事業または17年度内に着手する事業
申し込み＝９月30日eまで

ダンス　 レボリューション　　　　　　ケイ　 ブロードウェイ スウィート

東山周辺で楽しいイベントをたくさん開催します。
秋の１日、みなさんどうぞ東山へお
出かけください。

●農業ふれあいまつり
農作物の収穫の喜びをみんなで味

わいませんか。直接会場へどうぞ。
時間＝午前10時～午後４時（雨天決

行）
会場＝ふるさと体験農業センター、

東山ファミリーランドポニー
広場、自然観察林　

内容＝稲刈り体験、いもほり体験、しいたけのこま打
ち、親子木工教室、りんご・なし皮むき大会、
きのこ探し、農畜産物の販売など

問い合わせ＝農林政策課1３９・２２２４

●レクリエーションフェスタ2004
東山周辺、厚生会館、厚生会館～東山の３つのコー

スでレクリエーションを楽しみませんか。
時間＝午前９時30分から
コースと内容
東山周辺コース（集合は市営スキー場第１ロッジ前）

①熱気球体験②パラグライダーふれあい体験③
みんなで踊ろうフォークダンス④ファミリーラ
ンド自然探勝ウォーキングと豚汁会⑤オリエン
テーリング

厚生会館周辺コース（集合は厚生会館）
⑥長岡まちなかポイント・ウォークラリー⑦ワ
ンバウンドバレーボール大会

厚生会館～東山コース（集合は厚生会館）
⑧市民サイクリング　

持ち物＝昼食、雨具、水筒、タオル、運動のできる服
装

参加料＝コースごとに無料～1,000円（各催しの詳しい
内容は、各体育館にある要項をご覧ください）

申し込み＝当日各コースの集合場所で受け付けます
（①のみ開会式終了後、整理券を配布します）

問い合わせ＝スポーツ振興課1３２・６１１７
※厚生会館以外の催しは、雨天中止。当日の開催の有
無は、午前７時～７時30分にスポーツ振興課へ。

●ながおかポニーカーニバル
「ふれあいポニーコーナー」と「むかし遊びコーナ

ー」で自然や動物とふれあってみませんか。
時間＝午前10時～午後３時
問い合わせ＝青少年育成課1３２・０５８１
会場＝東山ふれあい農業公園周辺

▲いもほり体験で

吉
本
新
喜
劇

▲



◇
時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

◇
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

◇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●1
子
育
て
講
座

「
絵
本
を
楽
し
も
う
！
」

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
親

子
で
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
21
日
c
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

●2
「
ミ
ニ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
＆
お
茶
会
」

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ミ
ニ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

作
り
ま
せ
ん
か
。
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
も
あ
り
ま
す
（
保
育
あ
り
）。

日
時
＝
10
月
６
日
d
午
前
10
時

〜
正
午
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
空

き
容
器
（
ジ
ャ
ン
ボ
プ
リ
ン
カ

ッ
プ
等
）

参
加
料
＝
50
円（
材

料
費
）

申
し
込
み
＝
９
月
13

日
b
〜
27
日
b

●3
「
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
」

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
わ

い
わ
い
ル
ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
よ
こ
コ
ー
ス
（
生
後
6
カ

月
未
満
）

日
時
＝
９
月
13
日
b
・
30
日
e

の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程

度
）

②
め
ば
え
コ
ー
ス
（
生
後
6
カ

月
以
上
）

日
時
＝
９
月
22
日
d
、
10
月
５

日
c
の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時

間
程
度
）

●4
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
描

き
タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
、
お
絵
描
き
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
15
日
・
22
日
・
29

日
、
10
月
６
日
の
水
曜
日
午
前

11
時
か
ら
（
45
分
程
度
）

●5
子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
相
談
員
と
一
緒
に
考

え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

そ
の
他
の
催
し

●1
第
12
回
三
水
会
写
真
展

期
間
＝
９
月
３
日
f
〜
７
日
c

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

●2
’04
山
田
正
勝
鉛
筆
画

健
康
美
の
世
界

期
間
＝
９
月
３
日
f
午
前
10
時

〜
９
月
８
日
d
午
後
５
時
　
会

場
＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

●3
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

①
応
急
手
当
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

期
間
＝
９
月
９
日
e
〜
12
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
会
場

＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

■
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

後
期
会
員
募
集

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
ク
ラ
ス

ご
と
に
指
導
し
ま
す
（
歩
く
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
）。

日
時
＝
９
月
17
日
〜
３
月
25
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
会

費
＝
８
、０
０
０
円

□申
佐
藤
さ
ん
1

46
・
１
４
７
５

■
ハ
イ
キ
ン
グ
や
縦
走
大
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

①
「
三
国
峠
」
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
＝
10
月
３
日
a
（
雨
天
決
行
）

行
き
先
＝
三
国
峠
〜
旧
三
国
街
道

集
合
＝
午
前
７
時
30
分
に
厚
生
会
館

裏
　
対
象
＝
中
学
生
以
上
で
健
康
と

脚
力
に
自
信
が
あ
る
人
　
参
加
料
＝

５
、０
０
０
円
（
事
前
準
備
会
で
。
事

前
準
備
会
は
24
日
f
午
後
７
時
か
ら

中
央
公
民
館
で
開
催
）

持
ち
物
＝

昼
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
　
定
員
＝

40
人
（
先
着
）

②
東
山
連
峰
縦
走
大
会

期
日
＝
10
月
11
日
-
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス
＝
栖
吉
〜
花
立
峠
〜
鋸
山
〜

花
立
峠
〜
栖
吉
（
解
散
）

集
合
＝

午
前
８
時
に
栖
吉
町
バ
ス
停
（
終
点
）

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
健
康
と
脚
力

に
自
信
が
あ
る
人
　
参
加
料
＝
５
０

０
円
（
豚
汁
付
き
。
当
日
に
）

持

ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨

具
、
手
袋
な
ど

◇

◇

□申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１
１

７
①
９
月
10
日
f
〜
21
日
c
②
10
月

８
日
f
ま
で
　
□問
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
・
室
賀
さ
ん
1
32
・
０
４
２
８

19 18

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
で
す
。

●1
植
物
で
描
く
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
リ
ン
ト
の
作
品
展

期
間
＝
９
月
１
日
d
〜
６
日
b

●2
日
本
報
道
写
真
連
盟

長
岡
支
部
・
会
員
展

期
間
＝
９
月
８
日
d
〜
13
日
b

●3
美
大
・
芸
大
を
目
指
す
高
校

生
の
た
め
の
作
品
展
示
会

期
間
＝
９
月
15
日
d
〜
30
日
e

●4
小
国
山
野
草
会
・
秋
の
山
野

草
展
と
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
＝
10
月
２
日
g
〜
３
日
a

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

●1
国
際
協
力
推
進
イ
ベ
ン
ト

世
界
の
音
・
香
・
味
国
際

フ
ェ
ス
タ
そ
の
3

魅
力
あ
ふ
れ
る
世
界
各
地
の

文
化
を
長
岡
に
居
な
が
ら
に
し

て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
パ
ネ
ル
展
示

期
間
＝
９
月
11
日
g
〜
25
日
g

☆
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

日
時
＝
９
月
11
日
g
午
前
11
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
地
球
広

場
、
大
手
通
り
歩
行
者
天
国
・

特
設
ス
テ
ー
ジ
な
ど
　
内
容
＝

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
の
踊
り
や
楽
器
演
奏
な

ど☆
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
地
球
屋
台
村
」

世
界
各
地
の
様
々
な
料
理
や

雑
貨
を
販
売
し
ま
す
。

会
場
＝
大
手
通
り
歩
行
者
天
国

会
場

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
交
流
サ
ロ
ン
・
ウ
ィ
ル
で
お

し
ゃ
べ
り
「
女
性
の
か
ら
だ

・
気
に
な
る
こ
と
を
『
聴
こ

う
！
話
そ
う
！
』」

テ
ー
マ
は
「
日
ご
ろ
、
つ
い

後
回
し
に
し
て
し
ま
い
が
ち
な

自
分
の
体
・
健
康
」
に
つ
い
て
。

「
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
な
」

と
か
「
こ
れ
ま

で
気
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
が

最
近
気
に
な
る
」

な
ど
の
不
安
を

気
軽
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
29
日
、
10
月
６
日

の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
対

象
＝
女
性
　
定
員
＝
30
人
（
先

着
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝

保
健
師
･
助
産
師
　
申
し
込
み

＝
９
月
10
日
f
か
ら
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で（
６

カ
月
〜
未
就
学
児
の
無
料
一
時

保
育
あ
り
。
希
望
者
は
９
月
22

日
d
ま
で
に
要
予
約
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●1
動
く
消
費
者
教
室

三
条
市
の
Ｊ
Ａ
大
島
（
果
実

選
果
場
）、加
茂
市
の
1
イ
シ
モ

ク
（
桐
の
工
房
）
、
白
根
市
の

鈴
木
佛
檀
店
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
29
日
d
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
　
集
合
＝
厚
生
会

館
裏

定
員
＝
33
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

申
し
込
み
＝
９
月

21
日
c
必
着
で
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
動
く
消
費
者

教
室
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―

０
０

６
２
大
手
通
２
の
２
の
６
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
１
人
）

●2
第
１
回
消
費
生
活
能
力
検
定

試
験
〜
自
立
し
た
消
費
者
を

目
指
し
て
〜

検
定
の
日
時
や
会
場
な
ど
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
1
39
・
2
7
6
3

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

英語を話してみませんか
「English Harbor Pals～英語を話す港～」（無料）

あなたが勉強した英語で、地球市民の会のメンバーと楽しくゲーム
やディスカッションなどをしてみませんか。直接会場へどうぞ。
日　時＝９月12日a午後２時～３時30分　
会　場＝市民センター２０４会議室
問い合わせ＝地球広場（市民センター１階）1３９・２７１４

日
ご
ろ
7
長
岡
市
国
際
交

流
協
会
の
活
動
を
支
援
し
て

く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
み
な

さ
ん
と
、
国
際
交
流
に
関
心

を
お
持
ち
の
市
民
の
み
な
さ

ん
の
た
め
の
楽
し
い
交
流
会

で
す
。

日
時
＝
10
月
１
日
f
午
後
７

時
〜
９
時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
　
内

容
＝
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
市
、
友
好
都
市
ト
リ
ア

ー
市
お
よ
び
長
岡
青
悠
会
の

国
際
交
流
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ファミリー・サポート・センター
「乳幼児のための救急法」（無料）

子育てに役立つ研修会です。
会員でない人も参加できます（保育あり）。

日時＝9月17日f①午前10時～正午②午後１時30分～３時30分
会場＝市立劇場小ホール
申し込み＝9月15日dまでにファミリー・サポート・センター

（市民センター４階）1３９・２８６０へ

わ
た
し

ばしょ

保
育
園
の
入
園 

保
育
園
長 

期
日 

担
　
当 

9/16 
e

30 
e

10/7 
e

内
　
容 

母
子
の
健
康
と

子
育
て 

母
子
保
健

推
進
員 

家
庭
内
の
困
り

ご
と 

家
庭
児
童

相
談
員 

子育てフェスティバル2004

②
普
通
救
命
講
習
会

期
間
＝
９
月
12
日
a
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
２
階
２
０
１

会
議
室

●4
大
正
琴
佐
和
楽
流

（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
）

日
時
＝
９
月
12
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場

＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

●5
信
濃
川
学
校

「
生
き
も
の
た
ち
と
暮
ら

す
ま
ち
づ
く
り
」
の
紹
介

期
間
＝
９
月
13
日
b
正
午
〜
21

日
c
正
午
　
会
場
＝
ま
ち
の
情

報
コ
ー
ナ
ー

●6
第
5
回
良
寛
敬
慕
展

期
間
＝
９
月
18
日
g
午
後
１
時

〜
21
日
c
午
後
３
時
　
会
場
＝

イ
ベ
ン
ト
広
場

●7
長
岡
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展

期
間
＝
９
月
22
日
d
午
後
１
時

〜
30
日
e
午
後
５
時
　
会
場
＝

２
階
ロ
ビ
ー

●8
長
岡
一
日
彫
金
体
験
作
品
と

彫
金
展

期
間
＝
９
月
23
日
-
〜
30
日
e

午
後
４
時
ま
で
　
会
場
＝
ま
ち

の
情
報
コ
ー
ナ
ー

●9
米
百
俵
競
書
大
会

入
賞
作
品
展

期
間
＝
９
月
23
日
-
〜
10
月
３

日
a

会
場
＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

子どもからお年寄りま
で楽しめます。子育て情
報も満載です。家族そろ
ってご参加ください。
日時＝９月11日g

午前10時～午後４時
会場＝市民センター

◆市民センター正面
オープニングファンファーレ（午前10時から）、
子育ての主張（午後１時から）

◆地下イベント広場
人形劇「三まいのおふだ」他（午前10時30分
から）、よさこい「見て踊って楽しもう」（正
午から）、科学遊び（午後１時30分から）、木
工クラブ（午後３時から）

◆２階フロアほか
保育園の様子がひとめでわかる「保育園児童
の生活展」、子育て関係情報コーナー

◆ちびっこ広場
楽しい絵本タイム（午前10時から）、妊婦さ
んを疑似体験（午前10時45分から）、動いて
遊ぼう（午前11時30分と午後２時45分から）、
ピッピのお楽しみ会（午後０時30分から）、
楽しくベビーマッサージ（午後１時30分から）、
絵本の世界で遊ぼう（午後３時30分から）
問い合わせ＝ちびっこ広場1３９・２７７５

各
太
鼓
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演

奏
や
、
抽
選
会
、
ド
イ
ツ
の

モ
ー
ゼ
ル
ワ
イ
ン
や
テ
キ
サ

ス
の
料
理
も
あ
り
ま
す
（
予

定
）。

参
加
料
＝
大
人
５
、

０
０
０
円
、
学
生
（
大
学
生

以
下
）
２
、０
０
０
円
（
賛
助

会
員
は
大
人
３
、０
０
０
円
、

学
生
（
大
学
生
以
下
）
１
、０

０
０
円
）

申
し
込
み
＝
９

月
24
日
f
ま
で
に
地
球
広
場

内
国
際
交
流
協
会
事
務
局
1

39
・
２
７
１
４
へ

7
長
岡
市
国
際
交
流
協
会

で
は
賛
助
会
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

個
人
年
会
費
は
、
大
人
２
、

０
０
０
円
、
学
生
（
大
学
生

以
下
）
１
、０
０
０
円
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ど
う
ぞ
ご
入

会
く
だ
さ
い
。

▲昨年のつどいで



35
・
３
７
０
０
（
内
線
２
０
６
）

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

2
級
通
信
課
程
受
講
生
募
集

期
間
＝
10
月
２
日
g
〜
１
月
８
日
g

（
土
曜
日
ス
ク
ー
リ
ン
グ
７
日
間
と

実
習
４
日
間
含
む
）

定
員
＝
40
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０
、
０
０

０
円
（
助
成
制
度
あ
り
）

□申
９
月

21
日
c
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―

２
１
１
１
三
ツ
郷

屋
２
の
１
の
11
中
越
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
1
内
Ｗ
Ａ
Ｃ
中
越
1
28
・
８
１

８
１
へ

■
県
民
介
護
技
術
習
得
講
座

日
時
＝
10
月
12
日
c
・
20
日
d
・
28

日
e
、
11
月
５
日
f
・
12
日
f
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
県

長
岡
地
域
振
興
局
ほ
か
　
内
容
＝
高

齢
者
・
障
害
者
の
特
性
、
基
本
的
な

介
護
技
術
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
　
定
員
＝
30
人（
先
着
）

□申
県
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環

境
部
地
域
保
健
課
1
33
・
４
９
３
１

■
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
よ
ろ
ず

相
談
（
無
料
）

1
0
2
5
・
2
8
5
・
4
1
6
5

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

■
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
相
談
治
療
会

新
潟
県
鍼
灸
師
会
が
相
談
・
治
療

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
12
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
第
２
、
第
３
和
室
　
□問
遠

藤
鍼
灸
院
1
33
・
８
６
５
５

福
祉
相
談
課

1
39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

●
ハ
ン
デ
ィ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

車
い
す
の
人
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
29
日
〜
10
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
南
部
体
育
館
　
対

象
＝
心
身
障
害
児
・
者
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
指
導
＝
長
岡

市
テ
ニ
ス
協
会
　
定
員
＝
30
人

持
ち
物
＝
内
履
き
、
硬
式
用
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
あ

り
）

申
し
込
み
＝
９
月
21
日

c
ま
で
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
6
1
1
7

●1
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
小
学
校
区
を
単
位
に
チ
ー

ム
編
成
し
ま
す
（
学
生
は
除
く
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
女
性
の
み
）。

詳
し
く
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
要
項
、
ま

た
は
各
地
区
の
体
育
指
導
委
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
は
９
月
17
日
f
ま
で
、
そ

の
他
は
12
月
１
日
d
〜
１
月
14

日
f
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
経
由
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

●2
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、
９

月
22
日
d
は
午
後
７
時
30
分
で

閉
館
し
、
23
日
-
は
一
般
の
使

用
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
９
月
27
日
b
〜
10
月

８
日
f
は
、
施
設
修
繕
お
よ
び

清
掃
作
業
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。

●3
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
中
越
地
区
大
会
（
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

日
時
＝
10
月
10
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
み
し
ま
体
育
館

対
象
＝
中
越
地
区
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
　
チ
ー
ム
構
成

＝
１
チ
ー
ム
10
人
以
内
　
参
加

料
＝
１
人
５
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
９
月
17
日
f
ま
で

に
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
同
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
事
務
局
1
32
・
６
１
１

７
へ

■
学
校
開
放
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

（
後
期
）

日
時
＝
９
月
６
日
〜
12
月
６
日
の
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30

分
（
祝
日
除
く
）

会
場
＝
中
島
小

学
校
　
対
象
＝
高
校
生
以
上
　
参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
（
シ
ャ
ト
ル
代
ほ

か
。
初
回
に
）

□申
直
接
会
場
で

□問
村
田
さ
ん
1
35
・
１
１
６
９

■
新
潟
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

長
岡
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
み
し
ま
体
育
館
　
種
目
＝
男

・
女
の
団
体
戦
（
３
人
１
組
）

参

加
料
＝
１
組
３
、０
０
０
円（
当
日
に
）

定
員
＝
30
組
　
□申
９
月
17
日
f
ま
で

に
所
定
の
用
紙（
市
民
体
育
館
、
市
民

セ
ン
タ
ー
設
置
）に
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
で（
FAX
03
・
３
９
８
１
・
８
３
１
５
）

全
国
卓
球
協
議
会
・
北
川
さ
ん
へ

■
新
潟
県
保
険
者
協
議
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
16
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
中
止
）

会
場
＝
国

営
越
後
丘
陵
公
園
　
定
員
＝
２
０
０

人
（
先
着
）

□申
新
潟
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
振
興
課
1
０

２
５
・
２
８
５
・
３
０
３
３

■
病
院
の
写
真
あ
り
ま
せ
ん
か

10
月
31
日
a
に
開
催
す
る
現
在
地

最
後
の
長
岡
中
央
綜
合
病
院
病
院
祭

（
来
年
10
月
に
新
病
院
開
院
）
に
あ

た
り
、
当
院
に
ま
つ
わ
る
写
真
（
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
め
切
り
＝
９
月
30
日
e
ま
で
　
□問

長
岡
中
央
綜
合
病
院
看
護
部
長
室
1

21 20

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分ころから７分間、午後５時15
分ころから７分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」の申し込みもできます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

●1
初
心
者
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

日
時
＝
９
月
15
日
〜
10
月
13
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
宮
内
小
学
校

体
育
館
　
会
費
＝
３
、０
０
０
円

（
保
険
お
よ
び
用
具
貸
出
料
を

含
む
）

□申
7
長
岡
市
体
育
協

会
へ
　
□問
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
協
会
・
今
井
さ
ん
1

35
・
１
５
０
８

●2
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
習
会

日
時
＝
９
月
24
日
f
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

参
加
料
＝
無
料
　
□問
長
岡
市
卓

球
協
会
・
五
十
嵐
さ
ん
1
34
・

２
４
６
８
　
□申
９
月
17
日
f
ま

で
に
7
長
岡
市
体
育
協
会
へ
フ

ァ
ク
ス
で（
FAX
34
・
２
８
０
８
）

●3
長
岡
市
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

日
時
＝
９
月
26
日
a

会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
種
目
＝

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
ベ
テ
ラ
ン
ク
ラ

ス
（
ペ
ア
年
齢
合
計
90
歳
以
上
）

受
付
時
間
＝
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
…

午
前
８
時
30
分
ま
で
、
Ａ
・
ベ

テ
ラ
ン
ク
ラ
ス
…
午
前
10
時
ま

で
　
参
加
料
＝
協
会
員
１
ペ
ア

２
、０
０
０
円
、
非
協
会
員
１
ペ

ア
４
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

□申
９
月
20
日
-
必
着
で
、
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
1

・
FAX
29
・
１
４
８
９
へ

●4
市
民
体
育
祭

太
極
拳
ま
つ
り

日
時
＝
10
月
３
日
a
午
前
９
時

30
分
か
ら
受
付
　
会
場
＝
市
民

体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ
　
内
容
＝

午
前
…
講
習
会
（
入
門
、
24
式
、

長
拳
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
総
合
、
32

剣
）、
午
後
…
講
習
会
（
続
き
）

・
表
演
お
よ
び
参
加
者
に
よ
る

24
式
ほ
か
演
武
　
参
加
料
＝
５

０
０
円
（
当

日
に
。
中
学

生
以
下
無
料
）

□申
９
月
30
日

e
ま
で
に
7

長
岡
市
体
育

協
会
へ

●5
太
極
拳
初
心
者
教
室

日
時
＝
10
月
５
日
〜
11
月
９
日

の
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
小

ア
リ
ー
ナ
　
参
加
料
＝
２
、０
０

０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝

内
履
き
　
□申
長
岡
太
極
拳
協
会

・
片
桐
さ
ん
1
36
・
４
７
５
８

ま
た
は
小
林
さ
ん
1
23
・
２
０

８
４
へ

●6
悠
久
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

日
時
＝
10
月
10
日
〜
３
月
20
日

の
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時（
ク

ラ
ス
に
よ
っ
て
時
間
が
異
な
り

ま
す
）

会
場
＝
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学
１
年

生
〜
４
年
生
　
定
員
＝
70
人

参
加
料
＝
６
カ
月
で
１
０
、０
０

０
円
　
□申
10
月
９
日
g
正
午
か

ら
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
（
多
数
の
場
合
午
後
０

時
15
分
か
ら
抽
選
）

□問
悠
久

ス
イ
ミ
ン
グ
事
務
局
（
ス
ポ
ー

ツ
吉
岡
内
）
1
33
・
３
４
４
２
　

●7
市
民
体
育
祭
弓
道
大
会

日
時
＝
10
月
11
日
-
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓

道
場
　
種
別
＝
一
般
の
部
、
高

校
の
部
、
初
心
者
教
室
・
親
子

教
室
の
部
　
参
加
料
＝
一
般
３

０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
円（
初

心
者
・
親
子
教
室
の
部
は
無
料
）

□申
９
月
30
日
e
ま
で
に
市
民
体

（財）
長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）
1
34
・
2
1
3
0
と
加
盟
団
体
の
催
し

育
館
弓
道
場
へ
直
接

●8
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
10
月
の
毎
週
火
曜
日
午

後
７
時
45
分
〜
９
時
30
分
　
会

場
＝
南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ

ロ
ア
　
参
加
料
＝
２
、５
０
０
円

（
当
日
に
）

□申
7
長
岡
市
体

育
協
会
へ

●9
悠
久
山
水
泳
教
室

追
加
募
集

【
シ
ン
ク
ロ
】

対
象
＝
小
学
生
　
時
間
＝
木
曜

日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

【
婦
人
】

対
象
＝
女
性
（
初
心
者
か
ら
中

級
者
ま
で
）

コ
ー
ス
＝
火
曜

Ｂ
、
木
曜
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
　
時

間
＝
火
曜
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
木

曜
Ａ
コ
ー
ス
…
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
シ
ル
バ
ー
】

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上（
初

心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
）

コ

ー
ス
＝
月
曜
Ａ
、
金
曜
Ａ
・
Ｂ

コ
ー
ス
　
時
間
＝
月
曜
Ａ
コ
ー

ス
…
午
後
１
時
〜
２
時
、
金
曜

Ａ
コ
ー
ス
…
午
後
１
時
〜
２
時
、

Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
２
時
〜
３
時

【
水
中
ウ
ォ
ー
ク
】

対
象
＝
一
般
成
人
　
コ
ー
ス
＝

金
曜
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
　
時
間
＝

Ａ
コ
ー
ス
…
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
ソ
フ
ト
ア
ク
ア
】

対
象
＝
一
般
成
人

コ
ー
ス
＝

火
・
水
・
木
曜
コ
ー
ス
　
時
間

＝
午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30
分

☆
　
　
　
　
　
☆

期
間
＝
10
月
12
日
c
〜
12
月
17

日
f
の
各
曜
日
　
参
加
料
＝
月

曜
コ
ー
ス
４
、５
０
０
円
、
火
曜

コ
ー
ス
３
、５
０
０
円
、
水
曜
コ

ー
ス
４
、５
０
０
円
、
木
・
金
曜

コ
ー
ス
５
、０
０
０
円
　
会
場
＝

悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
　
持

ち
物
＝
水
泳
道
具
　
□申
10
月
２

日
g
ま
で
に
7
長
岡
市
体
育
協

会
へ
参
加
料
を
添
え
て

●10
市
民
体
育
祭

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
10
月
23
日
g
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
北
部
体
育
館

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０

円
（
当
日
に
）

□申
10
月
21
日

e
ま
で
に
中
越
高
校
・
笠
原
さ

ん
1
24
・
０
２
０
３
、
FAX
24
・

０
２
０
５
へ

●11
市
民
体
育
祭

空
手
道
大
会

日
時
＝
11
月
14
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

種
目
と
対
象
＝
個
人
形
…
小
・

中
・
高
校
生
、
組
手
…
小
学
校

高
学
年
〜
一
般
　
参
加
料
＝
小

・
中
学
生
７
０
０
円
、
高
校
生

〜
一
般
１
、０
０
０
円
　
□申
10
月

８
日
f
午
後
５
時
ま
で
に
7
長

岡
市
体
育
協
会
へ

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

水
の
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
（
無
料
）

４
１
学
校
町
１
の
２
の
１
市
民

体
育
館
内
7
長
岡
市
体
育
協
会

1
34
・
２
１
３
０
へ

２
０
０
９
新
潟
国
体
長
岡
市
開
催
種
目
支
援

期
日 

会
　
場 

10/6 
d

種
　
目 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ 

河
川
公
園 

2/13 
a

男
女
混
合 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

市
民
体
育
館 

み
し
ま
体
育
館 

ソ
フ
ト 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

北
部
体
育
館 

2/27 
a

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

市
民
体
育
館 

卓
球 

南
部
体
育
館 

3/13 
a

イ
ン
デ
ィ
ア
カ 

綱
引
き 

市
民
体
育
館 

時
　
間 

内
　
容 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー 

午
後
1
時 

県
内
シ
ン
ク
ロ
ク

ラ
ブ
演
技
発
表

（
新
潟
シ
ン
ク
ロ

ク
ラ
ブ
、
長
岡
婦

人
シ
ン
ク
ロ
ク
ラ

ブ
＆
ア
ク
ア
ス
ワ

ン
が
華
麗
な
演
技

を
披
露
し
ま
す
） 

第
1
部
… 

午
後
1
時
15

分
か
ら 

水
の
導
化
師
ト
ゥ

リ
ト
ネ
ス
　
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ

ー
（
シ
ン
ク
ロ
競

技
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
コ
ミ
カ
ル
な
爆

笑
水
中
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
） 

第
2
部
… 

午
後
1
時
50

分
か
ら 

子
供
た
ち
の
た
め

の
ダ
ン
ス
ス
イ
ミ

ン
グ
教
室
「
集
れ

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー

イ
ズ
＆
ガ
ー
ル
ズ
」 

第
3
部
… 

午
後
3
時
か

ら 

▲演武（８月23日・初心者弓道教室で）

▲長岡婦人シンクロク
ラブ＆アクアスワン

映
画
・
テ
レ
ビ
「
ウ
ォ

ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」
の
演

技
指
導
を
行
っ
た
国
内
唯

一
の
プ
ロ
演
技
集
団
「
ト

ゥ
リ
ト
ネ
ス
」
と
県
内
シ

ン
ク
ロ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ

る
演
技
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
悠
久
山
屋
内

温
水
プ
ー
ル
　
定
員
＝
①
観
覧

…
１
５
０
人
②
子
供
た
ち
の
た

め
の
ダ
ン
ス
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

…
45
人
（
い
ず
れ
も
抽
選
。
教

室
の
対
象
は
身
長
が
お
お
む
ね

１
４
０
㎝
以
上
の
小
学
生
）

申
し
込
み
＝
①
②
と
も
９
月
13

日
b
必
着
で
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
観
覧
希
望
の
場

合
は
入
場
希
望
人
数
（
は
が
き

１
枚
で
２
人
ま
で
）
、
返
信
の

表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０



で
育
て
て
縁
台
や
ベ
ラ
ン
ダ
な

ど
に
置
き
、
夏
の
宵
に
花
と
香

り
を
楽
し
む
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
場
合
は
、
矮
性
種
を

選
び
、
鉢
は
い
く
ぶ
ん
大
き
め

の
も
の
に
し
ま
す
。

用
土
は
、
例
え
ば
赤
玉
土
に

腐
葉
土
を
３
〜
４
割
混
ぜ
、
１

r
の
用
土
に
対
し
緩
効
性
の
化

成
肥
料
を
２
〜
３
ｇ
ほ
ど
混
入

し
ま
す
。

（
花
遊
び
）
花
を
糸
で
つ
な
い

で
首
飾
り
に
し
た
り
、
冠
や
腕

輪
に
し
た
り
し
ま
す
。
赤
や
黄

な
ど
色
に
変
化
を
つ
け
て
つ
な

げ
る
と
き
れ
い
で
す
。

（
病
害
虫
）
丈
夫
で
病
害
虫
の

心
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
酸
性
の
土
質
で
過
湿
に
な

る
と
、
白
絹
病
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

は
フ
ォ
ー
・
オ
ク
ロ
ッ
ク
と
い

い
ま
す
。

和
名
の
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
は
、

花
後
に
で
き
る
黒
い
俵
状
の
種

を
押
し
つ
ぶ
す
と
、
中
か
ら
白

粉
の
よ
う
な
胚
乳
が
出
る
の
で
、

こ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
「
お
化

粧
遊
び
」
に
使
っ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。
ま
た
、
夕
方
に
咲

く
こ
と
か
ら
、
夕
化
粧
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

（
受
粉
）
昆
虫
が
受
粉
の
仲
立

ち
を
す
る
虫
媒
花
で
す
が
、
夜

開
性
の
た
め
、
日
中
活
動
す
る

ハ
チ
や
チ
ョ
ウ
で
は
な
く
て
ス

ズ
メ
ガ
の
仲
間
に
よ
っ
て
受
粉

が
行
わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
そ
の
様
子
を
観
察
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
は
熱
帯
ア
メ

リ
カ
が
原
産
地
で
、
本
来
は
宿

根
草
で
す
。
太
平
洋
沿
岸
の
冬

季
も
温
暖
な
地
域
で
は
、
越
冬

し
て
太
い
根
が
残
り
、
毎
年
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
し
か
し
、
一

般
的
に
は
冬
の
寒
さ
で
枯
れ
て

し
ま
う
の
で
、
園
芸
上
は
一
年

草
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

午
後
４
時
こ
ろ
に
咲
き
始
め

て
翌
朝
に
し
ぼ
む
の
で
、
英
名

夕
方
か
ら
楽
し
む
花
　
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

日
中
は
さ
ほ
ど
気
に
と
ま
り
ま
せ
ん
が
、
夕
涼
み
が
て
ら
の

散
歩
の
途
中
、
庭
先
な
ど
に
ほ
ん
の
り
と
咲
く
花
に
気
づ
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
か
す
か
に
香
る
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
は
、
夕

方
に
な
る
と
咲
き
始
め
る
草
花
の
中
で
は
、
夏
を
代
表
す
る
花

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
紹
介
で
す
。

207

▲オシロイバナ

花
色
は
、
赤
、
白
、
紫
、
赤

紫
、
桃
、
黄
な
ど
多
彩
で
す
。

一
株
で
赤
や
黄
な
ど
複
数
の
色

の
花
が
つ
く
「
咲
分
け
」
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
花
の
色
を
決
め
る
の
は

遺
伝
子
の
働
き
で
す
。
優
性
遺

伝
に
な
っ
た
り
、
劣
性
遺
伝
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
起
き
る

現
象
で
、
植
物
の
遺
伝
の
話
に

よ
く
引
用
さ
れ
ま
す
。

お
し

ろ
い

わ
い

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
場
所
）
日
当
た
り
の
よ
い
所

を
好
み
ま
す
。
極
端
な
乾
燥
地

や
水
が
溜
ま
る
よ
う
な
湿
地
で

な
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
種
ま
き
）
発
芽
温
度
は
摂
氏

20
℃
以
上
で
、
基
本
的
に
は
移

植
を
嫌
う
植
物
で
す
か
ら
、
八

重
桜
が
散
っ
た
こ
ろ
か
ら
花
壇

に
直
接
ま
き
ま
す
。
30
〜
40
㎝

の
間
隔
で
１
カ
所
に
２
、
３
粒

ず
つ
ま
き
、
発
芽
し
て
か
ら
間

引
い
て
１
本
だ
け
に
し
ま
す
。

花
壇
に
直
接
ま
け
な
い
と
き

は
、
ポ
ッ
ト
に
ま
い
て
育
苗
し

て
か
ら
定
植
し
ま
す
。

翌
年
に
こ
ぼ
れ
種
が
発
芽
し

て
、
野
性
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

（
鉢
植
え
）
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー

学
校
町
1
の
2
の
1

民 
市 

体 
育 
館 

参加料 

教室名 

対　象 

期　間 

時　間 

内　容 

5,000円×2回払い（体育館使用料込み） 

申し込み＝9月17日f（必着）までに、往復はがきの往信の裏に、住所、氏名（保護者と子ども両方）、生年月日（子どものみ）、電話番号、 
　　　　　希望コース、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し、〒940－0041学校町1の2の1市民体育館内7長岡市体育協会134・ 
　　　　　2130へ（はがき1枚につき1組。多数の場合抽選し、結果は21日cに発送） 

4,000円×2回払い 
（体育館使用料込み） 

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるな
どの発達段階に応じた基礎運動。ボールやマッ
トを使った運動、リズム体操など。 

親と子のスキンシップ。
走る、跳ぶ、投げるなどの
発達段階に応じた基礎運
動。ボールやマットを使
った運動、リズム体操など。 

・器具を使った基礎運動 
・集団遊び 
・各種スポーツ、ゲーム 

親　子　体　育　教　室 幼年体育教室 親子ふれあいコース 

火曜日コース 水曜日コース 金曜日コース 木曜日コース 金曜日コース 水曜日コース 木曜日コース 
め　ば　え ひ　よ　こ つ　ば　さ 

平成13年 4 月 2 日～平成14
年 4 月 1 日までに生まれた
子どもとその保護者 

小学校 1～3 年生 
平成10年 4 月 2 日～平成
13年 4 月 1 日までに生ま
れた子どもとその保護者 

10組 5 組 10組 10　人 5 組 
10月5日～ 
　3月15日 
毎週火曜日 

13：30～14：30 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

9月29日～ 
　3月16日 
毎週水曜日 

9月29日～ 
　3月16日 
毎週水曜日 

9月30日～ 
　3月10日 
毎週木曜日 

9月30日～ 
　3月10日 
毎週木曜日 

10月1日～ 
　3月18日 
毎週金曜日 

9月24日～ 
　3月18日 
毎週金曜日 

募集定員 

参加料 

教室名 

対　象 

期　間 

時　間 

内　容 

5,000円×2回払い 
（体育館使用料込み） 

平成13年 4 月 2 日～平成
14年 4 月 1 日までに生ま
れた子どもとその保護者 

10組 

9月30日～3月17日 
毎週木曜日 

10：30～11：30

募集定員 

東
蔵
王
2
の
2
の
72
 

部 
北 

体 
育 
館 

●
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

募
集
（
非
常
勤
嘱
託
員
）

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日
f

人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間
＝
６

カ
月
　
職
務
内
容
＝
市
立
小
・

中
・
養
護
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
授
業
の
補
助
、
校
内
情
報
機

器
の
運
用
補
助
な
ど
　
応
募
資

格
＝
昭
和
59
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
等
の
情
報
機
器
の
操
作
に

精
通
し
、
市
立
小
・
中
・
養
護

学
校
に
通
勤
可
能
で
、
現
在
職

に
つ
い
て
い
な
い
人
　
報
酬
＝

月
額
13
万
円
程
度
　
勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
（
１
日
６
時
間
）

試
験
日
時
＝
９
月
22
日
d
午
後

２
時
か
ら
　
申
し
込
み
＝
９
月

16
日
e
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1

39
・
２
２
３
９
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

●
町
内
公
民
館
建
設
補
助
金
の

希
望
町
内
会
募
集

平
成
17
年
度
に
町
内
公
民
館

の
建
設
等
を
計
画
し
、
市
の
補

助
金
を
希
望
す
る
町
内
会
は
、

所
定
の
書
類
（
町
内
公
民
館
建

設
補
助
要
望
書
）
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
①
町
内
公
民
館
の
新
築
、

増
改
築
ま
た
は
購
入
（
事
業
費

が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
に

限
る
）
②
既
存
公
民
館
の
高
齢

者
、
障
害
者
の
た
め
の
改
造（
事

業
費
30
万
円
以
上
）

申
し
込

み
＝
10
月
29
日
f
ま
で
に
生
涯

学
習
課
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
平
成
17
年
度
園
児
募
集

☆
私
立
幼
稚
園
協
会

受
け
付
け
＝
10
月
１
日
f
か
ら

対
象
＝
３
〜
５
歳
児
（
平
成
17

年
４
月
１
日
現
在
）

申
し
込

み
＝
各
幼
稚
園
へ

☆
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
幼
稚
園

募
集
人
数
＝
３
歳
児
20
人
程
度
、

４
歳
児
15
人
程
度
　
願
書
の
請

親子・幼年体育教室
〈初回に持参するもの〉参加料・内履き・顔写真１枚（縦４
b×横３b程度、裏に氏名を記入）・タオル
※大会などのため、日程を変更する場合があります。
※いつでも見学できます。

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
1
1
0
番
（
無
料
）

1
33
・
2
3
2
0
（
当
日
の
み
）

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
面
談
に
よ

る
相
談
は
予
約
制
で
す
（
事
前
に
1

０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２
７
で
要

予
約
）。

日
時
＝
９
月
23
日
-
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
面
接
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー■
再
就
職
準
備

（
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
）

セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
27
日
b
・
28
日
c
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
２
日

間
と
も
）

対
象
＝
育
児
、
介
護
を

理
由
に
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
す

る
人
（
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
（
保
育
ル
ー

ム
あ
り
）

内
容
＝
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ラ
ン
の
作
成
、
講
義
「
注
目
さ
れ
て

い
る
業
種
・
職
種
・
人
材
」「
働
く
人

の
た
め
の
保
険
と
税
金
講
座
」
ほ
か

定
員
＝
20
人
　
□申
21
世
紀
職
業
財
団

新
潟
事
務
所
1
０
２
５
・
２
４
９
・

５
６
６
０

■
障
害
者
就
職
促
進
会

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
と
求
人

者
と
の
合
同
就
職
面
接
会
で
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
b
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
け

や
き
　
□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32

・
１
１
８
１

■
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
就
職

し
た
い
若
者
を
応
援
し
ま
す
！

職
場
実
習
を
体
験
し
な
が
ら
、
就

職
に
必
要
な
技
能
・
知
識
を
習
得
す

る
「
実
務
・
教
育
連
結
型
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム
（
新
潟
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
）」
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
学
科
＝
Ｏ
Ａ
機
器
販
売
科
（
携

帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
）

対
象
＝
お
お
む
ね
35
歳
以
下
で
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
　
期
間
＝
10
月
20
日
d
〜
２

月
28
日
b

会
場
＝
学
科
…
長
岡
市

勤
労
会
館
（
東
蔵
王
２
）
お
よ
び
中

央
公
民
館
、
実
習
…
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
長
岡
店
（
堺
町
）

受
講

料
＝
無
料
（
別
に
テ
キ
ス
ト
代
２
０
、

０
０
０
円
必
要
）

定
員
＝
10
人（
10

月
７
日
e
に
選
考
試
験
実
施
）

□申

９
月
30
日
e
ま
で
　
□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１ □申

申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

求
＝
10
月
１
日
f
〜
29
日
f
の

平
日
に
附
属
長
岡
校
園
事
務
室

（
学
校
町
１
の
１
の
１
1
32
・

４
９
５
６
）
へ
直
接

●
長
岡
市
美
術
展
覧
会
（
市
展
）

入
選
・
入
賞
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
芸
術
の
祭
典
「
市
展
」

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
・

作
品
貼
付
票
は
、
市
役
所
１
階

案
内
所
、
４
階
国
際
文
化
課
、

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各

図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
厚
生

会
館
、
画
材
店
、
書
道
用
品
店
、

一
部
カ
メ
ラ
店
に
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
１
日
b
〜
５
日
f

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
５
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝

厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
、
第
一
小

ホ
ー
ル
　
部
門
＝
日
本
画
、
洋

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写

真
　
応
募
作
品
＝
創
作
作
品
で

未
発
表
の
も
の
　
応
募
資
格
＝

中
学
生
以
上
（
市
外
の
人
も
可
）

作
品
搬
入
＝
10
月
28
日
e
午
後

２
時
〜
７
時
に
厚
生
会
館
２
階

ロ
ビ
ー
へ
（
写
真
部
門
は
１
階

第
１
小
ホ
ー
ル
）

出
品
手
数

料
＝
一
般
１
点
１
、５
０
０
円（
１

点
増
す
ご
と
に
１
、０
０
０
円
）、

中
･
高
校
生
１
点
１
、０
０
０
円

（
１
点
増
す
ご
と
に
８
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
内

長
岡
市
美
術
協
会
事
務
局
1
39

・
２
２
５
１

●
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
希

望
町
内
会
募
集

7
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
町

内
会
な
ど
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

行
う
活
動
に
直
接

必
要
な
施
設
や
設
備
の
整
備
な

ど
に
助
成
し
ま
す
。
平
成
17
年

度
に
助
成
を
希
望
す
る
町
内
会

等
は
、
９
月
22
日
d
ま
で
に
生

涯
学
習
課
1
32
・
０
４
３
７
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い（
多
数
の
場

合
抽
選
し
１
団
体
を
決
定
）。▲昨年度の補助金で整備した

西片貝町町内会のみこし

幼
稚
園
名 

電
　
話 

所
在
地 

帝
京
長
岡 

1
32・
3
5
1
6

干
場
1

長
岡
聖
母 

1
32・
4
9
4
7

福
住
3

長
岡
み
の
り 

1
32・
3
5
8
4

石
内
2

長
岡
カ
ト
リ

ッ
ク
天
使
　 

1
32・
4
7
2
7

表
町
4

長
岡
和
光 

1
34・
2
5
9
7

長
町
2

長
　
　
生 

1
33・
5
3
2
5

西
千
手
2

中
　
　
島 

1
34・
0
4
0
0

中
島
1

太
　
　
陽 

1
27・
0
6
1
0

希
望
が
丘
1

希
望
が
丘 

1
27・
7
0
5
0

福
島
町 

鵬 

1
36・
5
6
0
0

豊
　
2

東
　
　
光 

1
35・
5
1
6
6

上
条
町 

明
　
　
幸 

1
33・
8
7
1
7

錦
　
1

白 

ゆ 

り 

1
22・
3
6
9
9

下
条
町 

長
　
　
峰 

1
27・
2
3
4
0

下
山
2

鵬 

第 

一 

1
28・
1
5
0
0

緑
町
1

中
沢
白
ゆ
り 

1
33・
7
5
0
4

中
沢
町 

23 22

リ
　
　
　
　
　

ビ
ー



ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
　
□申
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー
1
０
２

５
・
２
４
０
・
０
５
３
１

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

日
時
＝
10
月
１
日
f
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室

２
階
第
７
会
議
室
　
対
象
＝
不
動
産

の
賃
貸
や
価
格
決
定
で
お
困
り
の
人

□問
6
新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
1

０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

■
「
法
の
日
」
週
間

く
ら
し
の
無
料
相
談
（
法
務
行
政

・
登
記
・
法
律
相
談
）

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
土

地
、
金
銭
上
の
問
題
、
い
じ
め
問
題

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳

守
）。

日
時
＝
10
月
３
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
□問
新
潟
地
方
法
務

局
長
岡
支
局
1
33
・
６
９
０
１

■
防
犯
・
防
災
情
報
を
携
帯
電
話
で

配
信
！

「
住
民
あ
ん
ぜ
ん
長
岡
」

に
登
録
し
ま
せ
ん
か

警
察
、
消
防
、
保
健
所
、
市
役
所

の
各
行
政
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
防

犯
・
防
災
な
ど
「
安
全
」
に
関
す
る

情
報
を
、
携
帯
電
話
に
無
料
で
メ
ー

ル
配
信
し
ま
す
。

情
報
配
信
を
希
望
す
る
人
は
、
お

持
ち
の
携
帯
電
話
か
ら
メ
ー
ル
を
送

信
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
＝
①
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

宛
先
にjm

@
jm
jp.jp

と
入
力
②
メ
ー

ル
の
題
名
に
半
角
数
字
で
「
１
１
１
」

と
入
力
し
、
本
文
な
し
で
送
信
③
返

信
さ
れ
る
メ
ー
ル
に
従
っ
て
手
続
き

し
、
登
録
完
了
　
□問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住

民
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
1

39
・
１
６
５
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

tp://jm
jp.jp

●
精
神
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
後
期
）

仲
間
と
の
交
流
や
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
創
作
活
動
等
を
通
し
て
自

信
回
復
、
社
会
参
加
を
目
指
し

ま
す
。

対
象
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
つ
人
（
医
療
機
関
や

社
会
復
帰
施
設
等
の
関
係
者
の

紹
介
が
必
要
で
す
）

日
時
＝

10
月
７
日
〜
３
月
24
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
１
階
障
害
者
プ
ラ
ザ

利
用
料
＝
無
料
（
材
料
費
な
ど

は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
＝

９
月
10
日
f
か
ら
　
問
い
合
わ

せ
＝
介
護
保
険
課
1
39
・
２
２

４
５

●
有
料
道
路
身
体
障
害
者
等
割

引
制
度
の
改
正
に
伴
う
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

平
成
16
年
６
月
１
日
か
ら
従

来
の
「
割
引
証
」
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

割
引
証
に
代
わ
る
新
た
な
割

引
登
録
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
人
に
も
割
引
が
適
用

に
な
り
ま
す
。

申
請
書
類
＝
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
、
自
動
車
車

検
証
、
運
転
免
許
証
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
を
利
用
の
場
合
は
Ｅ

Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明

書
も
必
要
）

申
請
場
所
・
問

い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39

・
２
２
１
８

●
痴
ほ
う
性
高
齢
者
家
族

や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

痴
ほ
う
性
高
齢
者
を
介
護
す

る
家
族
が
外
出
で
不
在
の
と
き

や
介
護
疲
れ
で
休
養
が
必
要
な

と
き
に
、
研
修
を
受
け
た
「
や

す
ら
ぎ
支
援
員
」
が
高
齢
者
を

訪
問
し
、
見
守
り
や
話
し
相
手

を
し
ま
す
。
直
接
、
体
に
触
れ

る
介
護
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
前
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
訪
問
し
、
希
望
な
ど

を
お
聞
き
し
ま
す
。

対
象
＝
痴
ほ
う
症
状
が
あ
り
、

介
護
保
険
で
要
支
援
、
要
介
護

１
・
２
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を

受
け
た
（
ま
た
は
同
程
度
の
）

人
　
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
ま
で
の
時
間
帯
に
１
日
４

時
間
を
限
度
と
し
て
、
週
８
時

間
ま
で
利
用
可
　
利
用
料
＝
１

時
間
１
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

介
護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

●
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

子
ど
も
の
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
少
年
セ

ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談

室
、
長
岡
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
、
訪
問
相
談
の
職
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。
相

談
料
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
16
日
e
午
後
２
時

〜
４
時
30
分

会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
校

教
育
課
1
39
・
２
２
３
９

●
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人

の
ご
遺
族
へ

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念

公
園
内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な

ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
氏
名

を
刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の
礎
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
沖
縄
県
で
は
、
碑

に
刻
銘
で
き
る
方
々
の
対
象
範

囲
を
、「
昭
和
19
年
３
月
22
日
〜

21
年
９
月
７
日
の
間
に
、
沖
縄

県
区
域
お
よ
び
南
西
諸
島
周
辺

に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
で
、
ま
だ『
平

和
の
礎
』
に
名
前
が
刻
銘
さ
れ

て
い
な
い
方
」
に
広
げ
、
該
当

す
る
場
合
に
は
追
加
刻
銘
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
限
は
10
月
22
日
f
ま

で
で
す
。

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
1
39

・
２
２
１
７
ま
た
は
新
潟
県
福

祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
1
０
２

５
・
２
８
０
・
５
１
８
０
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
小
企
業
主
の
た
め
の

雇
用
保
険
活
用
相
談
室
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
14
日
c
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

相
談
員
＝
雇
用
保
険
重
点
指
導
員（
社

会
保
険
労
務
士
）

□問
新
潟
県
社
会

保
険
労
務
士
会
1
０
２
５
・
２
６
５

・
９
２
９
５
、
FAX
０
２
５
・
２
６
５

・
９
２
９
８

■
若
者
キ
ャ
リ
ア
・

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
　

「
自
分
に
適
し
て
い
る
職
業
は
？
」

「
就
職
ま
で
の
準
備
は
？
」。
そ
ん
な

悩
み
や
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
c
・
29
日
d
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
対
象
＝
お

お
む
ね
30
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
会

場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議
室

内
容
＝
ゲ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
よ
る
職
業
理
解
、
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
模
擬
面
接
ほ
か
　
定

員
＝
10
人
（
先
着
）

□申
ヤ
ン
グ
・

ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
な
が
お
か
・
高
橋

さ
ん
1
39
・
３
２
７
１

■
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

法
律
扶
助
無
料
法
律
相
談
会

日
時
＝
９
月
29
日
d
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
立
劇
場
小
ホ
ー
ル

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

□申
新

潟
県
弁
護
士
会
1
０
２
５
・
２
２
２

・
３
７
６
５

■
若
年
求
職
者
対
象
　
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
29
日
d
〜
10
月
１
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場

＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉

３
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

内

容
＝
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
必
要
性
や
ビ

く
④
火
災
の
危
険
な
ど
、
多
く

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
を
な
く
し
、
美
し
い
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
稲
わ
ら
・
も
み
殻
を
使
っ
て

元
気
な
田
ん
ぼ
に
！

稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
大
切
な

有
機
資
源
で
す
。
燃
や
さ
ず
、

土
に
戻
し
、
有
効
活
用
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

〈
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
秋
す
き
込
み
は
、
10
月
20
日

こ
ろ
ま
で
に

②
腐
熟
促
進
剤
（
よ
う
り
ん
、

ケ
イ
カ
ル
）
の
施
用
で
分
解

の
促
進
を

③
５
〜
10
b
程
度
の
浅
う
ち
で

④
排
水
溝
を
作
り
地
表
水
を
排

除
し
通
気
性
を
高
め
て

※
も
み
殻
は
３
０
０
㎏
（
20
ア

ー
ル
分
）
を
10
ア
ー
ル
に
施
し

ま
す

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
1

39
・
２
２
２
３

●
敬
老
会
は

地
区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す

高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
敬
老
会
は
、
各
地

区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
案

内
し
ま
す
（
地
区
に
よ
り
開
催

日
は
異
な
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
＝
介

護
保
険
課
1
39
・

２
２
４
５

●
在
宅
介
護
者
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

家
庭
で
介
護
に
あ
た
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
悩
み

や
体
験
を
語
り
合
い
、
温
泉
で

ゆ
っ
く
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。

期
日
＝
11
月
１
日
b
・
２
日
c

会
場
＝
蓬
平
温
泉
「
和
泉
屋
」

対
象
＝
家
庭
で
寝
た
き
り
老
人
、

痴
ほ
う
性
老
人
、
重
度
心
身
障

害
児
・
者
の
介
護
に
あ
た
っ
て

い
る
人
　
定
員
＝
15
人
　
内
容

＝
懇
談
会
、
施
設
見
学
　
参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
９
月
10
日
f
か
ら
長
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
1
32
・
１
４
４

２
へ
（
多
数
の
場
合
初
め
て
参

加
す
る
人
を
優
先
。
あ
と
は
先

着
）

25 24

期　日 会  議  名 会　場 

9月14日c

15日d

16日e

17日f

21日c

22日d

24日f

28日c

議会運営委員会 

本会議（招集日） 

本会議（予備日） 

本会議（予備日） 

文教社会委員会 

建設委員会 

産業環境委員会 

総務委員会 

議会運営委員会 

本会議（最終日） 

第二委員会室 

議場 

第一委員会室 

第三委員会室 

第二委員会室 

議場 

市議会を傍聴しませんか

市議会9月定例会の日程

時　間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

傍聴定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

問い合わせ＝議会事務局1３９・２２４４へ

市議会の本会議や委員会は公開されています。みな
さん気軽においでください。

選挙管理委員会からのお知らせ1３９・２２４１

10月17日（日）は新潟県知事選挙の投票日です
みんなで投票しましょう

告示日＝９月30日e

選挙期日（投票日）＝10月17日a

投票所入場券は10月1日fまでにはがきでお届けします。

★投票日に投票所へ行けない人は期日前投票をどうぞ
期間＝10月１日f～10月16日g

時間＝午前８時30分～午後８時
場所＝市役所１階市民ホー
ル、厚生会館第１小ホール
最近、住所を変更した人
の投票方法など、詳しい内
容は市政だより10月号でお
知らせします。

と
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

…
収
納
課
1
39
・
２
２
１
４
、

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
1
39
・
２

２
２
０

●
農
家
の
み
な
さ
ん

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

稲
刈
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の
焼
却

に
よ
る
煙
公
害
が
発
生
し
、
①

目
・
の
ど
の
痛
み
や
ぜ
ん
息
の

悪
化
②
視
界
不
良
に
よ
る
交
通

障
害
③
洗
濯
物
に
に
お
い
が
つ

●
市
税
等
の
納
付
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。
納
期
ご
と
に
金
融
機

関
へ
出
向
く
手
間
も
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。申

請
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を

提
出
し
た
翌
月
の
末
日
の
納
期

限
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
＝
預
金
通
帳
、

届
出
印
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
税

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.８.１（前月比）

192,228人 94,377人 97,851人 67,705世帯
（＋39） （＋22）（＋32）（＋7）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 



時
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
３
０

０
人
（
先
着
）

□問
長
岡
市
医
師
会

事
務
局
1
22
・
５
６
０
０

■
長
岡
保
健
所
い
き
い
き
呼
吸
教
室

肺
気
腫
、
気
管
支
拡
張
症
、
気
管

支
喘
息
な
ど
で
、
咳
、
痰
、
息
切
れ

が
あ
り
、
お
困
り
の
人
や
そ
の
家
族

が
対
象（
原
則
３
回
参
加
で
き
る
人
）。

日
時
＝
①
10
月
６
日
d
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
②
10
月
13
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
③
10
月
26
日
c
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝

長
岡
保
健
所
　
参
加
費
＝
無
料
　
定

員
＝
15
人
程
度（
先
着
）

□申
９
月
24

日
f
ま
で
に
県
長
岡
健
康
福
祉
環
境

部
医
薬
予
防
課
1
33
・
４
９
３
２
へ

■
河
井
継
之
助

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時
＝
10
月
９
日
g
午
前
７
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
コ
ー
ス
＝
米
百
俵
の

群
像
前
―

摂
田
屋
本
陣
跡
―

妙
見
堰

―

三
仏
生
―

旭
橋
―

慈
眼
寺
（
20
㎞
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
　
定

員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

□申
実
行

委
員
会
事
務
局
・
高
阪
さ
ん
1
29
・

１
４
９
１
（
当
日
受
付
可
）

■
「
骨
と
関
節
の
日
」

記
念
行
事
講
演
会
「
リ
ウ
マ
チ
っ

て
な
あ
に
？
」（
無
料
）

日
時
＝
10
月
10
日
a
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
講

師
＝
長
岡
赤
十
字
病
院
リ
ウ
マ
チ
科

部
長
・
羽
生
忠
正
さ
ん
　
定
員
＝
４

０
０
人
（
先
着
）

□申
長
岡
地
区
の

整
形
外
科
受
付
で
直
接
ま
た
は
往
復

は
が
き
で
中
村
整
形
外
科
内
「
骨
と

関
節
の
日
講
演
会
」
事
務
局
（
〒
９

４
０
―

０
８
６
１
川
崎
町
７
７
９
の

１
1
36
・
７
６
８
８
）
へ

●
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

９
月
18
日
g
か
ら
青
山
北
土

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
事

業
区
域
内
の
町
名
が
変
わ
り
、

新
た
に
青
山
新
町
が
で
き
ま
す

（
左
図
参
照
）。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

●
9
月
1
日
（水）
〜
12
月
31
日
（金）
、

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
県
民
運
動
を
実
施

ス
ロ
ー
ガ
ン

ひ
ろ
げ
よ
う
　

長
寿
社
会
へ
　

無
事
故
の
輪

９
月
21
日
c
〜
30
日
e
に
は
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０

６

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
食
中
毒
注
意
報
発
令
中

食
中
毒
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

●

調
理
前
、
食
肉
や
魚
介
類
な

ど
に
触
れ
た
後
、
用
便
後
は
、

手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●

包
丁
、
ま
な
板
な
ど
の
調
理

器
具
は
、
食
品
ご
と
に
使
い
分

け
ま
し
ょ
う
。
使
い
分
け
が
で

き
な
い
場
合
は
、
食
材
が
変
わ

る
ご
と
に
必
ず
洗
浄
お
よ
び
消

毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●

加
熱
で
き
る
食
品
は
中
心
部

ま
で
熱
が
通
る
よ
う
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。

●

残
っ
た
調
理
済
み
食
品
は
す

ぐ
に
冷
蔵
し
、
時
間
が
た
ち
す

ぎ
た
ら
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し

ょ
う
。

か
き
の
食
中
毒
が
お
き
て
い

ま
す
。
か
き
を
生
食
す
る
場
合

は
、
必
ず
生
食
用
と
表
示
の
あ

る
も
の
を
購
入
し
、
購
入
後
４

度
以
下
で
保
存
し
、
水
道
水
で

十
分
洗
浄
し
、
調
理
後
は
速
や

か
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

生
食
用
か
ど
う
か
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
加
熱
調
理
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

●2
市
民
街
頭
献
血（
全
血
献
血
）

き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
1
29

・
２
３
５
０
で
の
献
血
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
等
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
（
先
着
）。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
　
定

員
＝
４
人
（
22
日
の
「
心
の
健

康
」
は
３
人
）

●4
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
、

中
性
脂
肪
が
多
い
と
い
う
人
が

対
象
で
す
。

日
時
＝
９
月
24
日
f
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
（
受
付

は
午
前
９
時
か
ら
）

会
場
＝

健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
保
健

■
口
唇
口
蓋
裂
友
の
会
（
口
友
会
）

新
潟
支
部
交
流
会

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
川
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
分
館
（
地
蔵
１
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

□申
高
尾
さ
ん
1
・
FAX
39
・
７
８
３
１

■
骨
髄
バ
ン
ク
休
日
登
録

日
時
＝
９
月
26
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店

定
員
＝
50
人（
要
予
約
）

□申
９
月
24

日
f
ま
で
に
県
長
岡
健
康
福
祉
環
境

部
医
薬
予
防
課
1
33
・
４
９
３
２
へ

■
離
乳
食
講
習
会
（
無
料
）

日
時
・
会
場
＝
①
９
月
30
日
e
午
前

９
時
45
分
〜
正
午
…
豊
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
10
月
４
日
b
午
前

10
時
〜
正
午
…
宮
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
①
調
理
実
習
と

試
食
・
子
育
て
情
報
交
換
②
講
話
と

調
理
実
習
　
対
象
＝
１
歳
未
満
児
と

保
護
者
　
講
師
＝
栄
養
士
①
坂
内
泉

さ
ん
②
金
山
美
和
さ
ん
　
持
ち
物
＝

親
子
の
ス
プ
ー
ン
と
食
器
（
①
は
エ

プ
ロ
ン
と
三
角
巾
・
お
ん
ぶ
紐
も
）

定
員
＝
①
20
組
②
10
組
（
各
先
着
）

□申
①
豊
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
39
・
０
５
３
２
②
９
月
27
日
b
ま

で
に
宮
内
西
地
区
母
子
保
健
推
進
員

・
五
十
嵐
さ
ん
1
・
FAX
35
・
３
５
４

５
へ

■
糖
尿
病
を
知
る
つ
ど
い
（
無
料
）

「
軽
症
糖
尿
病
〜
予
防
と
治
療
」

を
テ
ー
マ
に
「
軽
症
の
う
ち
に
変
え

よ
う
生
活
を
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
２
日
g
午
後
１
時
〜
５

実
施
期
間
＝
10
月
２
日
g
〜
12

月
25
日
g

回
数
＝
週
２
回
水

曜
日
・
土
曜
日
（
計
24
回
）

会
場
＝
①
縄
文
の
杜
関
原
②
生

協
か
ん
だ
診
療
所
　
対
象
者
＝

お
お
む
ね
70
歳
以
上
で
転
ぶ
、

つ
ま
ず
く
、
歩
き
が
遅
く
な
っ

た
な
ど
、
足
元
に
不
安
を
感
じ

る
人
（
介
護
保
険
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
）

内
容
＝
体
力

測
定
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
　
定
員
＝
①
15
人
②
10
人（
先

着
。
問
診
の
結
果
で
断
る
場
合

あ
り
）

参
加
費
＝
１
回
２
５

０
円
　
申
し
込
み
＝
９
月
10
日

f
か
ら
健
康
課
へ

●7
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
に
備
え
て
あ
る
「
接
種

上
の
注
意
事
項
」
を
確
認
し
、

「
予
診
票
」
に
記
入
・
署
名
の

う
え
、
医
師
の
問
診
を
受
け
て

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
長
岡
市
に
住
所
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
現

在
の
満
年
齢
）
②
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病
気
（
そ

れ
ぞ
れ
１
級
）
が
あ
る
人
（
確

認
が
必
要
で
す
。
事
前
に
健
康

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
②
と
も
誕
生
日
前
日
か
ら
接

種
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

期
間

＝
10
月
１
日
f
〜
３
月
31
日
e

（
流
行
時
期
や
接
種
の
効
果
な

ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け
11
月
末

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）

場
所
＝
市
内
実
施
委
託
医
療
機

関
（
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
市
外
も
一
部
可
）

回
数

＝
１
人
１
回
（
２
回
目
か
ら
は

医
療
機
関
に
実
費
を
納
め
て
く

だ
さ
い
）

料
金
＝
１
、０
５
０

円
（
医
療
機
関
で
。
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
無
料
）

持
参
す

る
も
の
＝
保
険
証
、
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

●8
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

併
用
検
診

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）を
併
用
し
た

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
実
施
日
、
会
場
等
は
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併

用
検
診
は
２
年
に
１
回
の
検
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
度
受

け
た
人
は
、
今
年
度
受
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●9
車
い
す
利
用
者
の
た
め
の
結

核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
）（
無
料
）

対
象
＝
車
い
す
の
利
用
者
な
ど

で
集
団
で
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
診
す
る
の
が
困
難
な

人
　
申
し
込
み
＝
９
月
24
日
f

ま
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

27 26

不妊治療費の一部を助成します

理
学
療
法
士
・
保
健
師
が
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
９
月
30
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課

●6
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
事
業
（
転
ば
ん
塾
）
第

2
期
生
参
加
者
募
集

寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
、
高
齢
者
向
け
に
改
良

さ
れ
た
機
器
を
使
用
し
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

師
・
栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習
、

運
動
実
技
な
ど
　
持
ち
物
＝
健

康
診
査
の
結
果
、
エ
プ
ロ
ン
、

お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
、
運

動
し
や
す
い
服
装
　
参
加
料
＝

５
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

申
し
込
み
＝
９
月
17
日
f
ま
で

に
電
話
で

●5
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

☆
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
痴
ほ
う
予
防
な
ど
に

新潟県特定不妊治療費助成事業 長岡市不妊治療費助成事業 

対　　象 

治療内容 

助 成 額 

助成回数 

申請方法 

申 請 先 

平成16年４月1日以降に特定不妊
治療を開始した法律上の婚姻をし
ている夫婦であって、次の①～③
のすべてに該当する場合、助成の
対象となります。 
①特定不妊治療以外の治療法によ
っては、妊娠の見込みがないかま
たは極めて少ないと医師に診断さ
れた人 
②夫婦のいずれかが新潟県内（新
潟市を除く）に住所のある人 
③夫婦の前年分の所得の合計額が
650万円未満である人 
 
 
 
 
 
夫婦の間で行われる特定不妊治療
で、指定医療機関において行われ
る治療（指定医療機関については
お問い合わせください） 
 
1年度当たり10万円を限度 
 
通算2年間 
 
治療終了後速やかに関係書類を提出 
 
長岡地域振興局健康福祉環境部 

特定不妊治療を行う法律上の婚姻
をしている夫婦であって、次の①～
③のすべてに該当する場合、助成の
対象となります。治療前の申請が原
則ですが、平成16年4月1日以降に
特定不妊治療を開始し、8月末まで
に終了した夫婦については、治療の
終了後であっても申請ができます。 
①特定不妊治療以外の治療法によ
っては、妊娠の見込みがないかま
たは極めて少ないと医師に診断さ
れた人 
②夫婦のいずれかが市内に住所の
ある人 
③夫婦の前年分の所得の合計額が
650万円以上である人 
 
夫婦の間で行われる特定不妊治療
で、指定医療機関において行われ
る治療（指定医療機関については
お問い合わせください） 
 
1回につき8万円 
 
夫婦1組につき2回まで、1年度当たり1回 
 
治療時に関係書類を提出 
 
健康課 

不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、新潟県と長岡
市で特定不妊治療費（体外受精または顕微授精）に要する費用の一
部を助成します。

問い合わせ＝長岡市不妊治療費助成事業…健康課132・5000、新潟
県特定不妊治療費助成事業…長岡地域振興局健康福祉
環境部133・4931

9月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 35・3700） 
（1 33・3111） 
（1 28・3600） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 

（1 35・3700） 
（1 33・3111） 
（1 28・3600） 

 5 日a・20日- 
12日a・23日-
19日a・26日a

長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 
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